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モーターボート国内競技規則 

2011年4月1日改正 

2008年4月1日制定 

000 総則 

 

001 モーターボート競技の国際的統轄 

国際モーターボート連盟（以下「UIM」という）は、モーターボート競技を統轄す

るための規則を制定し、かつ実施する権利を有する唯一の国際的機関であり、また、

その実施にあたって生ずる紛争を裁定する最終審の国際裁定機関である。 

 

002 UIM規則 

UIMは、前条の権能を行使するため、国際ルールたるUIM規則を制定する。 

 

003 UIM統轄 

1 UIMは、一国につき唯一の機関を、その国におけるモーターボート競技を統轄する

資格を有する権能者として、公認する。 

2 UIMに公認された各国の代表機関は、UIM規則を承認し、かつそれによって規制さ

れる。 

3 UIMに公認された各国の代表機関は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規

則」という）を制定し、施行することができる。 

 

004 日本におけるUIM代表機関 

日本パワーボート協会（以下「協会」）は、UIMから日本の代表機関として公認

され、UIM規則を承認し、国内のモーターボート競技を管理統轄する唯一の権利を

有する。 

 

005 国内競技規則の制定 

1 協会は、UIM規則に準拠した、国内競技規則を制定し、施行する。 

2 当該競技規則は、協会が公認するモーターボート競技のすべてに適用される。 

3 当該競技規則は、UIM規則に適合するものであり、かつUIMによって承認されたも

のでなければならない。 

4 当該競技規則は、UIMに承認されるまで、暫定的に施行することができる。 
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5 ジェットスポーツの競技規則は別に定め、ラリー、エコラン、ジムカーナ、タイ

ムトライアル等競技の競技規則は、その都度定める。 

 

006 紛争の裁定 

協会は、日本国内におけるモーターボート競技に関するすべての紛争に対し、速

やかに裁定を下すものとする。 

 

007 協会が設ける委員会 

1 協会は、モーターボート競技の公正、円滑な実施を図るため、次の委員会を置く。 

（1）モーターボートスポーツ委員会（以下「スポーツ委員会」という） 

（2）モーターボートテクニカル委員会（以下「テクニカル委員会」という） 

2 各委員会の組織及び内容等については、別に定める委員会規則に基づくものとす

る。 

 

008 公認役員 

1 国内のモーターボート競技会を執行する役員は、公認競技員とする。 

2 公認競技員の資格、及び登録については、協会が別に定める。 

 

 

100 通則 

 

101 連盟 

1 協会は、国内競技規則に基づくモーターボート競技を都道府県または地区単位に

統轄する団体として、各都道府県または地区に1団体に限り連盟を認定するものと

する。 

2 連盟の認定については、協会が別に定める。 

 

102 主催団体 

1 競技会を主催することのできる団体は、協会、連盟及びその加盟クラブ並びに臨

時団体とする。 

2 臨時団体とは、原則として連盟の設置されていない都道府県または地区に限り、

協会に申請して承認された団体をいう。 
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103 開催申請並びに実施報告 

1 競技会を主催しようとする団体は、第1号様式に定める「モーターボート競技会開

催申請書」（以下「開催申請書」という）に実施要領（案）及びその他の必要書

類を添えて協会に申請し、承認を得なければならない。 

（1）クラブは、所属連盟を経由して申請しなければならない。 

（2）臨時団体は、連盟が設置されている場合は連盟を経由して、連盟が設置されて

いない場合は直接申請するものとする。 

2 主催団体は、開催申請書を少なくとも競技会の3ヶ月前、定例の競技会にあっては

1ヶ月前までに、提出しなければならない。 

この場合、新規の競技会にあっては開催申請書の添付書類のうち、実施要領

（案）以外は、開催日の1ヶ月前までに提出すれば良い。 

3 協会は、開催申請書の内容を審査し、競技規則に合致していると認めた場合は、

主催団体に承認番号を付した承認書を発行するものとする。 

4 協会は、申請内容が不適当なときは、修正を指示できるものとし、指示された開

催団体はこれに従わなければならない。 

5 主催団体は、承認を受けた競技会の終了後、速やかに「競技会実施報告書」を協

会に提出しなければならない。 

 

104 主催者賠償 

競技会を開催する場合は、主催者賠償責任保険に加入しなければならない。 

 

105 実施要領 

1 実施要領（案）には、次の各号に掲げる事項を定めるものとする。 

（1）競技会の名称 

（2）主催団体の名称及び住所 

（3）競技を実施するシリーズ及びクラス 

（4）競技の種類（サーキットレース、耐久レース、スピードトライアル等） 

（5）開催期日及び場所 

（6）コース図（縮尺コース図） 

（7）距離及びスタートの方法 

（8）「UIM規則に基づき行われる」または「国内競技規則に基づき行われる」とい

う文章 
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（9）国内競技規則に従って追加または修正された特別規則等 

（10）申込み受付期限、申込み先及び方法等 

（11）参加料の額 

（12）賞の対象及び内容 

（13）強制保険の額 

（14）タイムスケジュール 

（15）練習の可否 

（16）タイムアウト 

（17）異議申し立ての時間及び場所 

（18）暫定及び正式結果の発表場所 

 

106 開催の通知 

1 主催団体は、開催が承認されたら、直ちに実施要領を各連盟に送付しなければな

らない。 

2 実施要領には、協会の承認番号を記載しなければならない。 

3 参加選手に通知後、実施要領を変更する場合は、協会の承認を得た後、参加申し

込み選手に通知しなければならない。 

4 申し込み選手に通知することが不可能な場合は、選手会議において周知しなけれ

ばならない。 

 

107 承認の取り消し 

協会は、主催団体が、開催申請の内容と相違して競技会を開催した時は、競技会

終了後でも、その承認を取り消すことができる。 

 

108 競技会の組織及び運営 

1 主催団体は、執行委員会を設け、競技会を管理運営する。 

2 執行委員会には、公認競技員を3名以上（１名は登録検査員としても可）配置する

ものとする。また競技委員長、審判委員長は公認競技員、検査委員長は登録検査

員の資格保有者なければならない。 

3 公認競技員を補助する者として、その競技会に限り任命される補助員を配置する

ことができる。 

4 審判委員長及び審判委員は、モーターボート競技に精通した者の中から、主催団

体が指名する。 
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5 執行委員会の標準的な組織は、次の通りとする。 

 

 

 

6 各委員の任務は、次の通りとする。 

（1）執行委員長 

① 競技会の最高執行責任者として競技会々場に常駐し、総括監督をすること。 

② 競技会の実施、中止についての最終判断を下すこと。 

③ 競技会開始及び終了の宣言をすること。 

④ 競技会終了後、競技会実施報告書（第2号様式）を協会に提出すること。 

（2）総務委員長 

① 執行委員長の命を受け、総務委員、進行委員を指揮すること。 

② 競技会の組織を適切に運営すること。 

（3）総務委員 

① 競技会の管理、運営に関すること。 

② 来賓、報道関係者の応接に関すること。 

③ 陸上施設の設置及び保全に関すること。 

④ 賞品の配分に関すること。 

⑤ 選手の受付に関すること。 

⑥ 陸上警備に関すること。 

⑦ 他の所掌に属さない業務に関すること。 

（4）競技委員長 

① 執行委員長の命を受け、競技運営に関する一切を指揮し、レースの適切な運営 
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を図ること。 

② レースの一時中断、変更等の判断をすること。 

③ 審判委員長が裁定した異議申し立て、又は失格及び出場停止等を通知すること。 

（5）進行委員 

① タイムスケジュールを作成し、選手、関係者を指揮すること。 

② 競技委員と連絡を取り、選手、関係者に情報を提供すること。 

（6）競技委員 

① 競技艇及び選手の検査に関すること。 

② レースの開始及び終了の合図をすること。 

③ レースタイム及び周回を記録すること。 

④ レースを監視すること。 

⑤ レースの状況及び成績を競技委員長を通じて、審判委員長に報告すること。 

⑥ 公式成績書を作成すること。 

⑦ 審判委員長の決裁を受けた成績を告示すること。 

⑧ 水上施設の設置及び保全に関すること。 

⑨ 救助及び水上警備に関すること。 

（7）審判委員長 

① 競技委員が審査したレースの状況及び成績を認定すること。 

② 公式に申し立てられた異議申し立てを聴聞し、裁定すること。 

③ 失格及び出場停止等を裁定すること。 

（8）救護委員 

① 救助体制の整備に関すること。 

② 緊急時の搬入病院を把握すること。 

③ 救助マニュアルを作成すること。 

④ 救助訓練の実施に関すること。 

⑤ 事故報告書を作成すること。 

7 執行委員会組織のうち、総務委員長を含む総務関係者、救助委員、スタート係及び

ピット係の者は、当該競技会に選手として出場できる。 

 

109 救助体制 

1 主催団体は、救助艇を配置しなければならない。ただし、強化コックピット艇、

またはキャノピー艇が出場する競技会には、ダイバー同乗の救助艇を配置しなけ

ればならない。 
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2 救助艇には、信号旗、無線機、消火器、曳航ロープ、及びボートフック等を備え

なければならない。 

3 救助艇ドライバーは、レースに精通した者でなければならない。 

4 救助艇には、水中で救助できる者を1名以上乗艇させなければならない。 

5 救助艇は、練習及びレース中、競技艇の妨害とならない限り、できるだけコース

に近づいて待機していなければならない。 

6 主催団体は、メディカルチーム（医師を含む）及び搬送用車両を配置しなければ

ならない。 

7 主催団体は、大会期間中の応需病院を把握しておかなければならない。 

 

110 用語の定義 

1 用語の定義は、次の通りとする。 

（1）レースとは、競技をいう。 

（2）コースとは、競技を行うための水面をいう。 

（3）コースマークとは、レースを行うために、特別に設置されたブイ等をいう。 

（4）ターンマークとは、競技の旋回用として特に指定されたブイ等をいう。 

（5）サーキットとは、コースマークによって閉鎖された競技用周回コースをいう。 

（6）ラップとは、コースの1周をいう。 

（7）ヒートとは、数連戦で行われる各レースをいう。 

（8）純正品とは、当該メーカーが発行した、当該機種のスペアーパーツカタログ

に掲載され、市販されているものをいう。 

（9）社外品とは、純正品以外の部品をいう。 

（10）エキスパートクラスとは、F3000クラスをいう。 

（11）規定周回数とは、サーキットレース、及びヒートレースにおける定められた

周回数をいう。 

（12）義務周回数とは、順位付けされる周回数をいう。 

（13）レース成立周回数とは、周回数が定められているレースにおけるレース成立

となる周回数をいう。 

（14）タイムアウトとは、ゴールしなければならない時間、またはチェッカーを受

けられる時間を経過した状態をいう。 

（15）競技における簡略記号 

① DNR（Did Not Race）   ：レースを欠場したことをいう。 

② DNS（Did Not Start）  ：スタートしなかったことをいう。 
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③ DNF（Did Not Finish） ：ゴールしなかったことをいう。 

④ DNQ（Did Not Qualify） ：失格したことをいう。 

⑤ SUS（Suspended）       ：出場停止をいう。 

 

200 レーシングライセンス及び計測証明書 

 

201 国内レーシングライセンス 

1 国内レーシングライセンスは、協会が別に定めるレーシングライセンス発給規則

に基づき発給される。 

2 種類は、レーシングクラス、スポーツクラスの2種類とする。 

3 協会は、理由を公表せずに国内レーシングライセンスの発給を停止することがで

きる。ただし、この場合、各連盟に通知するものとする。 

4 国内レーシングライセンスの有効期間は、毎年4月1日から翌年の3月31日までとす

る。 

5 協会は、非承認競技会に参加または関与した者に、704－5または6のペナルティー

を適用し、国内レーシングライセンスを保管する。 

 

202 国際レーシングライセンス 

1 国際レーシングライセンスは、協会が別に定めるレーシングライセンス発給規則

に基づき発給される。 

2 国際レーシングライセンスは、国内レーシングライセンスを取得後1年以上経過し

た者であって、国内においてレースに出場した経験がなければならない。 

3 国際レーシングライセンスの有効期間は、登録または更新した年の翌年の3月31

日までとする。 

4 協会は、UIMまたは各国代表機関が承認しない競技会に参加または関与した者に、

704－5または6のペナルティーを適用し、国際レーシングライセンスを保管する。 

 

203 国外競技会の参加 

1 国外において開催される競技会に参加する者は、国際レーシングライセンスを受給

していなければならない。 

2 国外において開催された競技会に参加した者は、プログラム等を後日、協会に提

しなければならない。 

3 世界選手権大会等に参加するときは、事前に協会の承諾を得なければならない。 
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250 計測証明書 

1 計測証明書とは、競技艇に対して発給される証明書をいう。 

2 計測証明書は、協会が別に定める計測証明書発給規則に基づき、発給される。 

 

 

300 競技会参加 

 

301 参加の要件 

1 参加選手は、国内R／L（スポーツクラスにあってはスポーツライセンス）を受有

していなければならない。ただし、国内R／Lの新規取得者で、R／L発給規則103

の試験合格後1ヶ月を経過していない者は、競技会に参加できない。 

なお、日本国内に居住する者は、外国のライセンスで日本国内の競技会に参加

することはできない。 

2 参加選手は、レース水域に応じた小型船舶操縦の資格を有しなければならない。 

3 競技艇は、計測証明書を受有していなければならない。（スポーツクラスを除く） 

4 競技艇は、計測証明書発給規則に定める登録シールが貼付されていなければなら

ない。 

5 競技艇は、モーターボート（パワーボート）総合保険（競技中及び練習中に有効

なもの）に加入していなければならない。なお、搭乗者傷害担保保険の1名あたり

の保険金額は1,000万円以上で、賠償責任保険（対第三者用）の保険金額は1億円

以上とする。 

また、保険内容については、加入する者の責任とする。 

6 エキスパートクラス（Ｆ3000クラス）に出場する者は、エキスパート登録規則に

定めるエキスパート登録をしていなければならない。 

 

302 参加申し込み 

1 参加申し込みは、所定の参加申込用紙によらなければならない。 

2 参加申し込みは、期限までに申込み先に到着したものに限り有効とする。 

3 参加申し込みは、参加料の納入をもって成立し、一旦納入された参加料は返金さ

れない。 

 

303 競技会当日の参加受付 
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1 参加選手は、定められた時間までに、受付を終了しなければならない。 

2 メディカルチームによるメディカルチェックを受けなければならない。 

3 受付の際には、次の書類を提示しなければならない。 

（1）小型船舶操縦免許 

（2）国内レーシング（スポーツ）ライセンスカード 

（3）JCI船舶検査証書及び手帳 

（4）計測証明書（スポーツクラスを除く） 

（5）モーターボート（パワーボート）総合保険証書または写し 

（6）出場に関する誓約書 

（7）メディカルチェックリスト 

 

304 選手会議 

1 参加選手は、選手会議に出席しなければならない。 

2 選手会議を欠席した場合は、出場を認めない。 

 

305 参加の禁止 

1 執行委員会は、健康上疑問のある者に対し、強制的にメディカルチェックを受け

させることができる。その結果、競技会参加に不適当と判定された場合は、参加

を認めない。 

2 酒気を帯びたり、飲酒している者は、参加を認めない。 

 

306 損害賠償 

全ての参加者は、競技会における人身事故及び物品の損害について、主催団体及

び全ての参加者に故意または過失を除いて損害を請求することはできないものと

する。 

 

307 肖像権 

参加選手、関係者及び競技艇の肖像権は、協会及び主催団体が留保する。 

 

 

400 安全対策 

 

401 安全対策の遵守 
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選手は、大会及び練習期間中、この安全対策を必ず遵守しなければならない。 

 

402 救助の義務 

選手は、レース中であっても、危険にさらされている選手または競技艇に対して、

救助艇が付近にいない場合は、直ちに安全を確認して救助活動を行わなければな

らない。 

 

403 ライフジャケット 

1 選手は、身体に適合した競技用ライフジャケットで落水時に認識されやすいよう

目立つ色のタイプを着用していなければならない。 

2 ハイドロクラス 

（1）固定浮力は、体重60kg未満の者が使用する場合は7.5kg以上、体重60kg以

上の者が使用する場合は9kg以上であること。 

（2）意識を失った場合、水面上で顔を上にして浮上できるものであること。 

（3）巾38mm以上、強度1,000kg以上の股ベルト及び肩ベルト、または股ベルト及

び胴ベルトが付いていること。 

（4）防炎素材で製作されていること。 

（5）背中に、防護プレートが付いていること。 

（6）縁が丸く、ヘルメットの下端より上に広がっており、かつ、180度以上広がっ

ていないエリがついていること。 

（7）膨張式でないこと。 

3 Ｆ５５０クラス 

 ハイドロクラスに準じたタイプの使用を推奨する。 

4 オフショアシリーズ（キャノピー非装備艇） 

（1）固定浮力は、9kg以上であること。 

（2）意識を失った場合、水面上で顔を上にして浮上できるものであること。 

（3）巾38mm以上、強度500kg以上の股ベルト及び肩ベルト、または股ベルト及び

胴ベルトが付いていること｡ 

（4）防炎素材で製作されていること。 

（5）背中は、衝突防護材で覆ってあること。 

（6）エリが付いていること。 

（7）膨張式でないこと｡ 

5 オフショアシリーズ（キャノピー装備艇） 
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（1）非膨張式 

① 浮力(吸水性のない素材)を有していること。 

② 肩ベルト及び股ベルトが付いていること。 

（2）膨張式 

6 アウトボードクラス（強化コックピット装備艇） 

（1）固定浮力は、4.5kg以上あること。 

（2）肩ベルト及び股ベルトが付いていること。 

（3）カプセル用のものを推奨する。 

7 ライフジャケットの効力については、使用する者の責任とする。 

 

404 ヘルメット 

1 選手は、身体に適合した競技用ヘルメットを着用していなければならない。 

2 レースでは、次の場合、ヘルメットを一時的に取り外すことができるものとする。 

（1）曳航中 

（2）パレード走行中（主催団体の先導艇が誘導している場合に限る。） 

（3）修理中 

（4）デッドスローでピットに戻るとき 

3 ヘルメットの効力については、使用する者の責任とする。 

4 ヘルメットの色は、表面の80％以上がオレンジ色であること。 

 

405 服装等 

1 選手は、長袖・長ズボンを着用しなければならない。 

2 服装は、防炎素材で製作されたものを推奨する。 

3 ガラス製のゴーグルは、使用してはならない。 

4 メガネ・サングラスは、ガラス製以外のものを使用しなければならない。 

5 強化コックピットまたはキャノピーが付いていない競技艇で参加する選手は、ケ

ブラースーツの着用を推奨する。 

6 ハイドロシリーズについては、ケブラースーツを着用しなければならない。 

 

406 ダンクテスト 

1 シートベルトを装着してレースに参加する者は、協会の指定するダンクテストを

受けなければならない。なお、上記以外のドライバーであっても、ダンクテスト

を体験することを推奨する。ダンクテストの有効期間は2年とする。 
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2 協会は、ダンクテストを受けた者に対し、証明書を発給する。 

3 ダンクテストにはスポーツ委員または協会役員が立ち会わなければならない。 

 

407 その他 

陸上で機関を始動するときは、プロペラを外すか、プロペラガードを取り付けて

行わなければならない。ただし、スタートのために一時的に始動させるときは除く。 

 

 

500 競技 

 

501 競技の種類 

 

502 サーキットレース 

1 規定された周回数をサーキットで競う競技をいう。 

2 1周のコースの長さは、次を標準とする。 

（1）OSY400クラス1,000m以上 

（2）その他のクラス1,500m以上 

3 スタート方法は、フライングスタート、またはジェッティスタートとする。 

4 コース上で転覆、落水事故があった時、レースは自動的に中止となる。 

5 コース上にエンスト艇があり、危険な場合はレースを中止する。 

6 レース中、修理に限りピットインすることができる。 

レースへ復帰する時は、定められたマークを旋回し、アウト側からコースに進入

しなければならない。違反艇は、1ラップ減とする。 

 

503 耐久レース 

1 耐久レースの種類 

（1）規定された時間内に、走行した周回数を競う競技をいう。 

（2）規定された周回数を、走行した時間で競う競技をいう。 

（3）規定された距離を、走行した時間で競う競技をいう。 

（4）規定された時間内に、走行した距離を競う競技をいう。 

2 規定された時間とは、原則として30分以上とする。 

3 スタート方法は、フライングスタート、ジェッティスタート及びローリングスタ

ートとする。 
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4 チェッカーフラッグを振り降ろす時は、次のいずれかとする。 

（1）規定された時間後、ゴールラインを通過した先頭艇からとする。 

（2）規定された時間後、最初にゴールラインを通過した競技艇からとする。 

5 レース中、修理に限りピットインすることができる。 

レースへ復帰する時は、定められたマークを旋回し、アウト側からコースに進入

しなければならない。違反艇は、1ラップ減とする。 

 

504 スピードトライアル 

スピードトライアル競技の詳細については、スピードトライアル競技細則を参照 

 

505 スタート方法 

 

506 フライングスタート 

1 フライングスタートにおける最大出走隻数は、14隻以内とする。 

2 スタートラインから、最初のターンマークまでの距離は、300m以上を標準とする。 

3 大時計 

（1）スタートは、スタート用大時計（以下「大時計」という）を正式な信号とす

る。 

（2）大時計は、原則として直径2m以上の文字盤に電気により60秒で1周する秒

針を備えたものとする。 

（3）大時計は、スタートラインの3～4m手前で、水面から5m以内の高さに設置す

るものとする。 

4 タイムディスク 

（1）大時計を補足するため、タイムディスク等を用いるものとする。 

（2）タイムディスクは、大時計の上部または側面で選手から見易いところに設置

するものとする。 

（3）タイムディスクは、5個のディスクから構成されたものとする。 

（4）タイムディスクの直径は、40cm以上とし、表面は白またはオレンジ色で、裏

面は黒色が好ましい。 

（5）タイムディスクは、補助的手段として、ピットにも備えることが好ましい。 

5 セーフティゾーン 

（1）スタートラインの150m手前に、セーフティゾーン入口の表示物を設置するも

のとする。 
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（2）セーフティゾーンに入った競技艇は、失格とする。ただし、スタートする時

は除く。 

（3）セーフティゾーンにおいては、スタートラインに直角に航走しなければなら

ない。違反艇は出場を停止する。ただし障害物を避ける場合は除く。 

6 フライング 

（1）定められたスタート時刻以前にスタートラインを通過した競技艇はフライン

グとし、失格とする。 

（2）フライングの判定は、ポラロイドカメラまたはVTRによって行うものとし、

複数の競技委員により判定するものとする。 

（3）フライングした全ての競技艇を確認した場合は、レースを続行する。 

（4）フライングした全ての競技艇が、確認できなかった場合は、再スタートを行

う。ただし、フライングした先頭艇は、失格とする。 

7 スタート要領 

（1）スタート要領は、次の順序で行うものとする。 

①5分前に、5個のディスクの表面を表示する。 

②4分前にディスク「5」を裏返す。 

③3分前にディスク「4」を裏返す。 

④2分前にディスク「3」を裏返す。 

⑤1分前にディスク「2」を裏返すと同時に、大時計を作動させる。 

⑥正スタート時刻は、大時計がゼロ（12時の位置）になったときとする。 

（2）ピットアウトすることができる時間は、スタート5分前から1分前までの間

とする。 

（3）大時計の始動後にピットアウトした競技艇は、出場停止とする。 

（4）ピットアウト後、エンジンが停止した競技艇は、先頭艇が定められたターン

マークに達するまではスタートできるものとする。 

 

507 ジェッティスタート 

1 スタート位置から最初のターンマークまでの距離は、300m以上を標準とする。 

2 スタート信号 

（1）信号は、ランプまたは旗等を使用すること。 

（2）信号は、参加選手の前方の見易い所に設置すること。 

（3）スタートの信号とエンジン停止の信号は、異なるものを使用すること。 

3 スタート要領（Ｆ3000クラスは除く） 
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（1）スタート3分前から30秒前まで、エンジンのウォーミングアップを行うこと

ができる。 

（2）スタート30秒前にエンジンを停止する。 

（3）スタート合図以降にエンジンを始動させ、スタートする。 

4 スタート合図前にエンジンを始動させたときは、1ラップ減とする。 

5 エキスパート登録して、初めてＦ３０００クラスのレースに出場する場合、初戦

における当該競技会の全てのスタートについて、5秒遅れとする。その他のクラス

の場合、後方からのスタートが望ましい。 

6 スターティンググリッド 

（1）スターティンググリッドは、次のいずれかを基本とする。 

①タイムトライアル結果 

②年間シリーズのランキング順 

③抽選 

（2）2ヒート目以降は、前レースの成績順とする。 

（3）新人に着いては主催者が指定する。 

7 出遅れ 

（1）トップ艇が指定されたマークに達した後は、指定された出遅れブイをまわって

スタートしなければならない。 

（2）違反艇にはペナルティーを科す。 

 

508 ローリングスタート 

1 ペースボートが、誘導するスタート方法をいう。 

2 ペースボートは、競技艇から見易く、かつ高速のものが好ましい。 

3 スタート要領 

（1）定められた時刻以降に、エンジンを始動する。 

（2）定められた時刻以降に、ピットアウトし、待機水面で待機する。 

（3）ペースボートからの合図により、ペースボートの後方に従って、スタートゾ

ーンまたはスタートラインに向かう。 

（4）ペースボートの合図以降、またはペースボートがスタートラインを通過時以

降に、スタートする。 

4 ペースボートからのスタート合図時、またはペースボートがスタートラインを通

過時に競技艇の船首がペースボートの船尾より前にある場合は、フライングとし、

1ラップ減とする。 
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509 ヒートレース 

1 各ヒートで使用する競技艇は、同一のものでなければならない。 

2 機関または部品を交換する場合は、検査員が立会わなければならない。 

3 エンジンを交換しても良い。ただし予備機として登録されていなければならない。 

4 レースの編成 

（1）参加競技艇が多い場合は、数組のグループに分けてレースを行うことができ

る。 

5 順位の決定 

（1）グループ分けをした時の各ヒートの順位は、各グループごとの順位によるか、

または全選手のタイムにより決定することができる。 

（2）4ヒート行い、ベスト3ヒートの成績により決定することを推奨する。 

（3）トップ艇がゴールしてから定められた時間内に義務周回数（トップ艇の1／2）

以上を周回した順位により決定する。 

6 採点方法 

順位による得点は、次の通りとする。 

順位 1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位 

ポイント 400点 300点 225点 169点 127点 95点 71点 53点 40点 30点 

順位 11位 12位 13位 14位 15位 16位 17位 18位 19位 20位 

ポイント 22点 17点 13点 9点 7点 5点 4点 3点 2点 1点 

 

7 総合順位の決定 

（1）各ヒートで得た得点の合計により、総合順位を決定する。 

（2）天候等の事象により全てのヒートが成立しなかった場合は、1ヒートであって

もスタートしたレースの成績により順位を決定することができる。 

8 同点の場合の順位決定方法 

（1）全ヒートとも規定周回数を完了した場合 

① 最も速いタイムの選手を勝者とする。 

② 前項を適用しても、なお同点の場合の時は、最も速いラップタイムの選手を

勝者とする。この場合、どのヒートのラップタイムを採用しても良い。 

③ 早期に高得点を得た者 

（2）短縮されたヒートがある場合 
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最も速いラップタイムの選手を勝者とする。この場合、どのヒートのラップタ

イムを採用しても良い。 

 

510 予選レース 

1 参加競技艇が多い場合は、予選レースを行うことができる。 

2 決勝戦選出にあたっては、敗者復活戦を行うこと。 

3 決勝戦の選出方法 

例えば、エントリーが42隻、決勝戦進出が24隻の場合は、次の通りとする。 

（1）2グループに分け、予選レースを行う。 

（2）各予選レースの上位9隻、計18隻を選ぶ。 

（3）各予選レースの下位12隻、計24隻で敗者復活戦を行い、上位6隻を選ぶ。 

（4）予選レースの上位18隻及び敗者復活戦の上位6隻で決勝戦を行う。 

 

511 ゴール 

1 ゴールは、競技艇の船首がゴールラインを通過した時とする。 

2 トップ艇がゴールした後、定められた時間内にゴールできない艇は、トップ艇が

ゴールした時点の周回数とする。 

3 1艇だけがスタートし、ゴールした場合でも、順位が付けられる。 

4 義務周回数、時間及び距離が定められている場合は、義務周回数等を満たした選

手は、順位が付けられる。 

5 規定周回数を完走したトップ艇からチェッカーフラッグを振り始め、後続艇は順

次ゴールインとする。 

6 ゴールした艇は、定められたターンマークを旋回し、スピードダウンして全艇ゴ

ール後ピットへ帰投する。 

 

512 レース中止 

1 スタート後において、次の理由によりレースを中止することができるものとする。 

（1）天候が悪化した時 

（2）重大な事象が生じた時 

（3）転覆、落水があった場合は、自動的にレースを中止する。 

2 レースを中止する時は、赤旗を掲示する。 

 

513 レース成立 



18 

1 中止の表示がされた時点で、トップ艇がレース成立周回数（規定周回数の2／3）

以上の周回を航走している時は、レースは成立する。ただし、ハイドロクラスは

規定周回数の1／2とする。 

2 中止の表示がされた時点で、トップ艇が定められたレース成立周回数を航走して

いない時は、再レースを行うことができるものとする。 

3 中止した時、レースが成立している場合はゴールラインで赤旗とチェッカーフラ

ッグを掲示する。 

4 天候が悪化した場合等により、再レースが不可能な場合は、レースは成立するこ

とができる。 

 

514 再スタート 

1 再スタートは、1レースに付き1回を標準とする。 

2 再スタートのスターティンググリッドは、中止したレースのスターティンググリ

ッドとする。ただし、規定された周回数以上走行した場合は、１周前の着順でグ

リッドを決定する。 

3 中止したレースにおいて次の各項に該当した艇は、再レースに出場することがで

きない。 

（1）失格以上のペナルティーを科せられた艇 

（2）レース中止の原因艇 

（3）スターティングピットに入っていなかった艇（新規の艇） 

（4）曳航された艇。ただし強制排除を除く。 

4 フライング艇を確認できなかった場合、暫定的にスタートし、確認後失格させる

ことができる。 

5 燃料補給は認められる。 

 

515 レース成績の掲示 

1 暫定成績は、競技終了後、掲示時刻を記入のうえ、審判委員長が署名して、速や

かに定められた場所に掲示するものとする。 

2 暫定成績は、定められた時間経過後、正式成績として取り扱うものとする。 

 

516 コースマーク・ターンマーク 

1 コースマークは、選手から見易いものでなければならない。 

2 ブイを使用する場合は、ゴムまたは類似した材質のものでなければならない。 
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3 スタートライン、ゴールラインの表示物は白黒のチェッカー模様のブイ等とする。 

4 セーフティゾーン入口の表示は、赤白のチェッカー模様のブイ等とする。 

5 ターンマークは、直径70cm×高さ70cm以上のものとする。 

 

517 旗信号 

1 赤    旗 レースを中止してピットに戻れ。コース上に重大な障害あり。 

2 黄    旗 振られていない場合は、周囲に注意して走行せよ。 

振られている場合は、救助中、または重大な障害あり。 

特に注意して走行せよ。 

3 黒    旗 ピットを離れてはならない。 

4 チェッカー旗 ゴール 

 

518 シリーズポイント 

1 ポイント 

年間シリーズ戦として実施する場合のシリーズポイントは、下記のポイントとする。 

順位 1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 

ポイント 20p 17p 15p 13p 11p 10p 9p 8p 

順位 9位 10位 11位 12位 13位 14位 15位 16位 

ポイント 7p 6p 5p 4p 3p 2p 1p 0p 

2 エントリーポイント 

出走前検査に合格した選手には、エントリーポイントとして1pが与えられる。 

ただし、上記ポイントを得た場合を除く。 

3 同ポイントの場合は、次により、順位を決定する。 

（1）高ポイントの多い者 

（2）出場回数の多い者 

（3）早期に高ポイントを獲得した者 

4 レースポイントについて 

サーキットレース、耐久レース等、レース成立周回数を満たさずに中止、成立し

た場合はハーフポイントとする。ただし、ヒートレースを除く。 

 

519 全日本選手権シリーズ戦 

1 当該年度の全日本選手権シリーズ戦として認定されるクラスは、1戦あたりの参加

隻数が5隻以上で、かつ3戦以上実施されなければならない。 
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2 順位は、シリーズポイントの規定により決定する。 

3 協会は、トータルポイントが1位の者に認定書を授与する。 

4 協会は、対象とするクラスを前年度中に決定する。 

 

 

600 航法 

 

601 航法 

1 他艇に接触したり、または極度に接近することにより航走の安全を妨害してはな

らない。ただし、やむを得ない場合は除く。 

2 障害物に接近し、進路を変えなければならない時は、他艇の安全を害さないよう

に航走しなければならない。 

3 ターンマークを左に見て旋回しなければならない。ただし、別に定められている

場合は除く。 

4 ターンマークに接触、または内側を旋回した場合は、1ラップ減とする。ただし、

回り直した場合は、失格とする。 

5 並走している時は、他艇の側に転舵してはならない。ただし、やむを得ない場合

は除く。 

6 追越しをする艇は、並走状態が続く限り、追越される艇の進路を妨げてはならな

い。ただし、周回遅れの艇は、追越そうとする艇に進路を譲らなければならない。 

7 並走してターンマークを回る時は、外側の艇は内側の艇に、安全な余地を与えな

ければならない。 

8 外側艇が内側艇を圧迫したため、内側艇がターンマークに接触、または内側を旋

回した場合は、外側艇は失格、内側艇は1ラップ減とする。 

9 ゴールした艇は、緩やかに減速し、定められたマークを旋回後、ピットに帰る 

ものとする。 

10 レース初心者は、無理をせず、後方からスタートするように心掛けること。 

11 スタートした艇は、最初のターンマークまで進路を保たなければならない。 

 

602 オーバーラップ 

1 確立の定義 

(1)２艇が同じコース、またはほとんど同じコースにあるときにのみ、オーバーラッ

プは確立する。 
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(2)内側から追いついた場合 

後続艇のコックピットが先行艇のコックピットに到達したとき。 

(3)外側から追いついた場合 

後続艇が先行艇を圧迫、接触せずに進路変更できる程度追い抜いたとき。 

2 オーバーラップが確立した場合、次の規則が適用される。 

(1)先行艇には、オーバーラップが確立するまで、進路の優先権がある。 

(2)オーバーラップの際の安全は後続艇が確保しなければならない。 

(3)追いつかれた艇は追いつく艇に進路を与えなければならない。 

(4)先行艇が、ブイを旋回するためにコース変更を始めた後は、オーバーラップは

確立されない。 

 

  

 

650 開催の中止等 

 

651 開催の中止 

1 執行委員会は、次の理由により開催を中止する事ができるものとする。 

（1）天候の悪化が予想される時 

（2）重大な事象が生じた時 

（3）参加申込み数が満たない時 

2 開催を中止した時は、速やかに協会、出場選手及び執行委員に通知するものとす

る。 

3 中止した競技会は、延期して開催できるものとする。 

4 延期した競技会には、新規の選手及び競技艇は参加できるものとする。 

 

652 レースの一部取り消し 
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1 執行委員会は、次の理由によりレースの一部を取り消す事ができるものとする。 

（1）天候の悪化 

（2）重大な事象が生じた時 

（3）参加選手数が満たない時 

2 レースの一部を取り消した時は、速やかに出場選手及び執行委員に通知するもの

とする。 

3 取り消したレースだけで、延期して開催することができるものとする。 

 

653 予定スタート時間の変更 

1 執行委員会は、次の理由によりスタート予定時間を変更することができるものと

する。 

（1）天候の悪化 

（2）重大な事象が生じた時 

2 スタート予定時間を決定したら、速やかに出場選手及び執行委員に通知するもの

とする。 

 

654 スタート後の中止 

1 競技委員長は、スタート後において、次の理由によりレースを中止することがで

きるものとする。 

（1）天候が悪化した時 

（2）重大な事象が生じた時 

2 中止の表示がされた時点で、トップ艇が別に定められたレース成立周回数、時間

及び距離を航走している時は、航走位置により順位を決定することができるもの

とする。 

3 中止の表示がされた時点で、トップ艇が定められたレース成立周回数、時間及び

距離を航走していない時は、再レースを行う事ができるものとする。 

4 再レースを行う時はスタート予定時間を決定し、出場選手及び執行委員に速やか

に通知するものとする。 

5 再レースのスタート方法は514の規定に基づくものとする。 

 

655 周回数の短縮等 

1 執行委員会は、スタート前、またはレース中に次の理由により、周回数、時間及

び距離を短縮できるものとする。 
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（1）天候が悪化した時 

（2）重大な事象が生じた時 

2 周回数、時間及び距離を短縮した時は、スタート前は出場選手及び執行委員に、 

スタート後は執行委員に速やかに周知するものとする。 

 

700 異議及びペナルティー 

 

701 自動的ペナルティー 

執行委員によって看守された違反行為は、その理由を問わず、直ちにぺナルティ

ーの対象となる。 

 

702 異議申し立て 

1 参加選手は、自己の参加したレースのみ、異議申し立てができる。 

2 一度申し立てた異議を取り消すことはできない。 

3 フライングの判定に対しては、異議申し立てをすることはできない。 

4 異議申し立ての時期は、次の通りとする。 

（1）参加申込み及び検査については、レース開始前までに行わなければならない。 

（2）成績、艇体及び機関に関する異議申し立ては、正式結果の確定までに行わな

ければならない。 

5 異議申し立ては、時間までに定められた異議申し立て料を添えて、文書で審判委

員長に提出するものとする。 

6 異議が正当と裁定されたときは、異議申し立て料は、返却される。 

 

703 裁定 

1 異議及び紛争に関する裁定は、協会、または審判委員長によって行われる。 

2 協会は、スポーツ委員会の答申を受け、次の裁定を行うことができる。 

（1）審判委員長の裁定に対する異議申し立て 

（2）モーターボート競技規則に対する異議申し立て 

3 審判委員長は、成績に関する異議申し立てについては、ただちに裁定しなければ

ならない。 

4 次の者は、本人または当該関係者の裁定に介入できないものとする。 

（1）執行委員会委員 

（2）スポーツ委員会委員 



24 

（3）テクニカル委員会委員 

5 裁定は、スポーツ委員会の答申を得て結審する。 

6 協会は、異議申し立てがあったときは、当事者に通知し、両者の意見を聴取のう

え裁定し、結審に関しては文書をもって両者に通知するものとする。 

 

704 ペナルティーの種類と内容 

1 1ラップ減 

（1）ターンマークに接触、または内側を旋回した場合 

（2）外側艇が内側艇を圧迫したため、内側艇がターンマークに接触、または内側

を旋回した場合の内側艇 

（3）ジェッティ･スタート時のフライング艇 

2 減点 

審判委員長が、競技規則または実施要領に違反した者に科す。 

3 イエローカード 

審判委員長が、執行委員会委員の指示に反する行為、または危険な航法をした者

に発行する。なお、当該競技会において、イエローカードを2枚交付された者は、

出場停止処分とする。 

4 失格 

（1）非常に危険な航法をした者 

（2）ターンマーク周辺での危険走行 

（3）外側艇が内側艇を圧迫したため、内側艇がターンマークに接触、または内側

を旋回した場合の外側艇 

（4）旗信号無視 

（5）レース中にカウリング・防水カバー等が脱落し、他艇に危険を与えた場合や

レースに支障が生じた場合。（クラッシュバウを除く） 

（6）艇番が剥げ落ちたり、脱落した艇 

（7）消音器全体あるいは一部が消失した時、または消音効果が減少した艇 

（8）出走後検査を拒否した場合、または検査の結果、違反のあった艇 

（9）フライングスタートにおけるスタート時以外にセーフティゾーンに入った艇 

（10）フライングスタートにおけるフライング艇 

（11）上記以外の国内競技規則、または実施要領に反する行為 

失格の適用を受けた者は、そのヒートまたはレースの順位は無効となり、得

点は0点とする。 
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5 出場停止 

（1）大時計の始動後にピットアウトした艇 

（2）スタート時、セーフティゾーンにおいて斜行、または進路変更をした艇 

（3）イエローカードを2枚交付された者 

（4）上記以外の国内競技規則、または実施要領に反する行為 

審判委員長が、競技規則または実施要領に故意に違反した者に科す。出場停

止の適用を受けた者は、当該競技会に参加したことになるが、以降の当該競技

会の出場、及び当該競技会の得点、受賞資格を失う。 

6 長期出場停止 

（1）協会が、重大な道徳に反する行為をした者、またはクラブに対して科す。 

（2）出場停止の期間は、いかなるレースにも参加できない。 

（3）レーシングライセンス保有者は、協会にレーシングライセンスが保管される。 

7 除籍 

協会が、極度に重大な道徳に反する行為をした者に対して科す。除籍は恒久的、

かつ国際的な処分とする。 

8 競技委員長及び審判委員長は、上記以外にも国内競技規則、または実施要領に反

する行為に対して、ペナルティーを科すことができる。 

 

 

800 競技艇 

 

801 艇体 

1 登録シール 

計測証明書発給規則に定める登録シールが貼付されていなければならない。 

2 艇体の測定は、次の通りとする。 

（1）測定は、陸上で行うものとする。 

（2）全長は、船首と船尾の両端の垂直線間とする。ただし、船外機艇は、船首か

らトランサムまでとする。 

（3）全長には、防舷材、トリムタブ、フラップ、アウトドライブ、舵等を含まな

いものとする。 

（4）全巾は、艇体の最も広い個所とする。 
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802 スロットル 

1 手又は足を離した時、自動的にアイドリング状態に戻るものでなければならない。 

2 ブロッキング（固定）装置の使用は認めない。ただし、耐久レースで2名以上の選

手が乗艇する場合は除く。 

 

803 セーフティスイッチ 

1 セーフティスイッチを付けなければならない。 

2 セーフティスイッチは、どの方向から作動させても、機関が即座に停止するもの

でなければならない。 

3 乗艇中は、セーフティスイッチのケーブルを操縦者の体に付けていなければなら

ない。ただし、シートベルト付き艇は除く。 

4 セーフティスイッチのケーブルの長さは、操船の妨げにならない最低の長さとす

る。 

5 電磁ポンプ式の機関は艇体外部に絶縁スイッチを取り付けなければならない。 

6 キャノピーを装備していない競技艇は、セーフティスイッチのケーブルを選手の

体につけていなければならない。 

7 効力については、使用する者の責任とする。 

 

804 艇番 

1 艇体にはクラス毎に設定されたゼッケン番号を記入しなければならない。 

（1）クラス毎に年間成績順で翌年度の１番から３番まで番号を付与する。 

（2）ゼッケン番号の有効期限は１年度とする。 

（3）新規、継続使用者の利用可能な番号はクラス毎に設定する。 

（4）混走するクラスについては、下表のとおりアルファベット等の組み合わせに

よるものとする。 

シリーズ クラス 符号（英文字） 

オフショア 

ＯＰＥＮ 

１ 

２ 

表示なし 

３ 

４ 
Ｍ 

Ｖ ３０００ Ｖ 
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８５０ 

記載例ＯＦＦ３の場合（年間成績３位）  

Ｍ３ 

 

2 主催団体から暫定的な番号を指定された時は、その番号を記入しなければならな

い。ただし、暫定的な番号は当該競技会のみ有効とする。 

3 両側から明確に視認出来なければならない。 

4 舷側に、白地に黒数字で記入しなければならない。 

5 明瞭、簡潔な字体で、1～2桁の場合は「0」から始めてはならない。 

6 数字の大きさは、次の通りとする。 

 
 

7 オフショア艇は、舷側に一文字150mm×150mm以上、文字幅30mm以上で艇番の大き

さを越えない範囲で、シリーズとクラス名を記入すること。 

8 艇体の表面は、宣伝、広告のために自由に使用出来るが、政治的、反道徳的な宣

伝、広告は、禁止する。ただし、艇番の周囲から150mm以上の空白スペースを残さ

なければならない。 

9 艇番がはげ落ちたり、脱落した場合は、失格とする。 

 

805 スポンサーデカール（スポンサーステッカー） 

実施要領で指定された時は、主催団体の支給するスポンサーデカールを付けなけ

ればならない。 

 

806 燃料系統 

1 燃料タンクは、換気が良好で、乗員からできる限り離れたところに固定されてい

なければならない。 

2 燃料タンクは、安全性を考慮したものとして「安全燃料タンク」を推奨する。 
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3 耐久レースの場合、補助燃料タンクを使用することが出来る。ただし、主燃料タ

ンクに準じた機能を持つものでなければならない。 

4 燃料パイプは、耐圧、耐熱性の良好なものを使用しなければならない。 

5 潤滑油は、生分解性オイルの使用を推奨する。 

 

807 浮力 

効果的な浮力材、または浮力装置を備えていなければならない。 

 

808 曵航、リフト装置 

1 十分な強度を有する係留環、またはバウハンドル等を船首に備えなければならない。 

2 3点式または4点式の吊り金具を備えていなければならない。ただし、3Pハイドロ

プレーン艇（O350、OSY400等）は除く。 

3 主催団体から指示があった時は、クレーンのフック側がリングで集合された形式

の吊り索（スリングベルト、ワイヤー、ロープ）を持参しなければならない。 

 

809 ウインドシールド（風防） 

1 ウインドシールドが選手の脱出、または救助の際に障害となる場合は、人力で簡

単に取り除けるものでなければならない。（Ｖクラスを除く） 

2 ウインドシールドの縁は、鋭いものではなく、かつゴム等の軟らかい材料で覆わ

れていなければならない。（Ｖクラスを除く） 

 

810 デッキ 

体重(75kg)を支えるのに十分な強度がなければならない。 

 

811 トリムタブ、フラップ 

トランサム幅の外側に、はみだしてはならない。 

 

812 インボード機関の格納、防護 

1 機関は、適切に換気された覆いの付いた格納室に収容するか、またはデッキの下

に設置しなければならない。 

2 ドライブシャフトは、適切な防護策が施されていなければならない。 

 

813 ハッチ、エンジンカバー 
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1 閉鎖しておかなければならない。ただし、一時的な点検の時は除く。 

2 レース中に脱落した場合は、失格とする。 

 

814 艤装品 

ボルトで止めていなければならない。 

 

815 パドル 

1 備えていなければならない。ただし、F550、強化コックピット艇、オフショア艇

は除く。 

2 直ちに使用できる場所に置いておかなければならない。 

 

816 排気量の計算 

1 ディーゼルエンジンの排気容積の計算は、通常の排気量に1／2を乗じた、みなし 

容積とする。 

2 NSUバンケル特許によるロータリーエンジンの排気容積の計算は、燃焼室の最小 

容積と最大容積の差に2を乗じた、みなし容積とする。 

3 過給機は、次の通りとする。 

（1）取り付けた場合は、通常の排気量に1.4を乗じた、みなし容積とする。 

（2）過給機は、当該機関の純正品でなければならない。 

（3）航走時に風圧を受けるエアインテークは、過給機とみなさない。 

 

817 排気装置 

1 排気は、必ず船尾に向けて導かれ、排気口は乗員の後方30cm以上離れていなけれ

ばならない。 

2 排気通路は、その全長にわたって冷却されていなければならない。 

3 冷却方法は、ウォータージャケット、または水と排出ガスの混合により行わなけ

ればならない。ただし、船外機にあっては、大気冷却方式でよいものとする。 

 

818 排気音 

1 機関には、排気音を低くするための装置を取り付けなければならない。 

2 消音器全体あるいは一部が消失した時、または消音効果が減少した時は、失格と

する。 

3 航走による排気音は、次の通りとする。 
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（1）排気量が750ccまでの機関の排気音は、91+2db(A)を越えてはならない。 

（2）排気量が750cc以上の機関の排気音は、91+4db（A）を越えてはならない。 

（3）排気音は、競技艇が近づいて来る時及び走り去る時の両方を、音量測定器を

用いて、スケール(A)レンジ、スローレスポンスで測定する。 

（4）製造者の発表した最高出力で航走している状態で測定しなければならない。 

（5）測定用マイクロフォンは、ボートの航走コースから25m離れたところに設置す

る。 

（6）測定場所から全ての方向に25m以内は、障害物があってはならない。 

4 陸上運転による排気音は、次の通りとする。 

（1）排気量750ccまでで、ウォーターポンプが付いていない機関は、陸上運転で

測定してもよい。 

（2）排気音は、101+2dB(A)を越えてはならない。 

（3）排気音は、音量測定器のスケール(A)レンジ、スローレスポンスで測定する。 

（4）測定用マイクロフォンは、排気口の0.5m後方で、地面から0.2m以上の高さ

に設置するものとする。 

（5）機関を無負荷状態で運転し、ピストンスピード13m/sに設定し測定するもの

とする。 

 

819 検査 

1 出走前の検査 

（1）競技艇は、定められた時間までに出走前検査を受けなければならない。 

（2）選手は、計測証明書を提示し、検査に立ち会うものとする。 

（3）検査員から部品等の修理、交換の指示があった場合、改善しない限り出場は

認められない。 

2 レース後の検査 

（1）執行委員会から指示があったときは、検査を受けなければならない。 

（2）検査を拒否した場合、または検査の結果、違反のあった競技艇は、当該競技

会のすべてのヒート、またはレースを失格とする。 

（3）レース場において検査が実施できない場合は、日時と場所を指定して実施す

るものとする。 
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900 シリーズ及びクラス 

 

901 ハイドロ 

1 クラス及び艇体は次の通りとする。 

(1) OSY400 

(2) O 250 

(3) O 350 

2 当該クラスの詳細については、ハイドロシリーズ競技細則を参照。 

 

902 フォーミュラクラス 

1 クラス及び艇体は、次の通りとする。 

(1) F 550 

(2) F 850 

(3) F 3000 

2 当該クラスの詳細については、フォーミュラシリーズ競技細則を参照。 

 

903 Vクラス 

1 クラス及び艇体は次の通りとする。 

(1) V 700以下 

(2) V 850 

(3) V 2000 

(4) V 3000 

2 当該クラスの詳細については、Vシリーズ競技細則を参照。 

 

904 オフショア 

1 クラスは、次の通りとする。 

(1) OFFスーパー 

(2) OFFオープン 

(3) OFF 1 

(4) OFF 2 

(5) OFF 3 

(6) OFF 4 

2 当該クラスの詳細については、オフショアシリーズ競技細則を参照。 
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910 その他の国内シリーズ及びクラス 

 

911 400チューニング 

1 艇体は、次の通りとする。 

形状は、ハイドロプレーン型（カタマラン型を含む。）とランナバウト型とする。 

2 機関は、次の通りとする。 

（1）型式は、ヤマト101、102、201、202、301、302とする。 

（2）プロペラは自由とする。 

3 許可される改造は、次の通りとする。 

改造は自由とする。ただし、排気は、ロワーユニットを通し、キャビテーショ 

ンプレートに接するところで排気しなければならない。 

4 燃料は、次の通りとする。 

（1）市販されている自動車用ガソリンとする。 

（2）燃料に２サイクルエンジン用潤滑油を加えても良い。 

（3）燃料またはエアインテークから、機関の出力を増加させる添加剤は加えては

ならない。 

 

920 国際シリーズ及びクラス 

 

921 スポーツアウトボード 

1  クラスは、次の通りとする。 

シリーズ クラス 排 気 量（CC） 

S 175 175以下 

S 250 176以上 250以下 

S 350 251以上 350以下 

S 550 351以上 550以下 

S 750 551以上 750以下 

S 850 751以上 850以下 

S 1000 851以上 1,000以下 

S 1500 1,001以上 1,500以下 

S 2000 1,501以上 2,000以下 

S 3000 2,001以上 3,000以下 
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S ∞ 3,001以上 

2 艇体は、次の通りとする。 

（1）形状は、自由とする。 

（2）重量（機関、強化コックピット、残燃料、ドライバーを含む）と長さ（カタ

マラン艇はスポンソンの長さ、その他の艇は全長）は、次の通りとする。 

 重量 長さ 

S550 260kg以上 3.70m以上 

S750  280kg以上 3.90m以上 

S850 330kg以上 3.90m以上 

S1000 380kg以上 4.20m以上 

S1500 430kg以上 4.50m以上 

S2000 470kg以上 4.80m以上 

S3000 530kg以上 5.10m以上 

S∞ 600kg以上 5.30m以上 

（3）S850以上は、別に定める強化コックピットを装備していなければならない。 

（4）艇体の水中部分は、自由とする。 

（5）ウイング、ハイドロフォイルの取付けは禁止する。 

（6）ブレーキ効果を生じたり、スプレーを上げる装置は禁止する。 

3 機関は、次の通りとする。 

（1）UIMに承認された船外機とする。 

（2）機関の数は、1基とする。 

（3）減速して航走出来なければならない。 

（4）機関の冷却は水循環ポンプによって行わなければならない。 

（5）コントロールレバーは、選手の手の届く範囲になければならない。 

（6）前進、中立、後進させるギア変換装置を持っていなければならない。 

（7）後進運動は、後進ギアの一作動で出来なければならない。 

（8）外部から助力無しに迅速、かつ容易に始動出来なければならない。 

（9）スタータ－は、純正品で、変更や調整をしてはならない。 

4 許可される改造は、次の通りとする。 

（1）ボルト、ワッシャー、及びナットは交換してもよい。 

（2）プロペラは、交換してもよい。 

（3）プロペラボス排気方式のギアケースは、標準プロペラボスに合うギアケース
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後部の排気孔径を最小とする排気管を備えたプロペラを使用しなければなら

ない。 

プロペラ排気ボスの長さは、次の値以上とする。 

 

（4）トリムタブは、プロペラに合わせるために、取外したり、変更してもよい。 

（5）ギアケースの外側は、自由とする。ただし、ギアケースの内部部品及び排気

口は、ホモロゲーションシートに示す通りとする。 

（6）排気口を追加してはならない。 

（7）排気量1000ccを越えるモーターのミッドセクション（ブラケットを含むドラ

イブシャフトハウジング）及びギアケースは、自由とする。ただし、パワー

ヘッドアダプタープレートから出ている内蔵式の排気管は、ドライブシャフ

トハウジングに全部収められていなければならない。 

（8）冷却は、ウォーターポンプの供給によらなければならない。 

（9）冷却装置のサーモスタット、及び圧力バルブは取外してもよい。 

（10）ステアリング機構は変更してもよい。ただし、ステアリングバーを取外した

り、新しいものを取付けることにより生じた開口部は、密封しなければなら

ない。 

（11）スイベルブラケットは、パワートリムを取付けるために変更したり、ショッ

クアブソーバーを取外したり、変更してもよい。 

（12）モーターのラバーマウントは、取外したり、変更してもよい。 

（13）回転計、温度計、水圧計を取付けてもよい。 

（14）過回転防止スイッチは、取外してもよい。 

（15）スタ－タ－ロックは、取外してもよい。 

（16）オリジナルスパークプラグは、交換してもよい。 

（17）キャブレターのジェットの寸法は、変更してもよい。 

（18）キャブレターのスロットルレバーにスプリングを加えてもよい。 

（19）再ボーリングはしてもよい。ただし、そのクラスの許容排気量内において、
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純正品のピストンを使用する場合に限る。 

（20）ホモロゲーションシートに示すパーツの寸法は、規定寸法まで機械加工して

もよい。 

（21）ホモロゲーションシートに示すパーツの重量は、規定重量まで機械加工して

もよい。 

（22）フライホイールの変更は認めない。ただし、ホモロゲーションシートに規定

された寸法と重量であれば、バランスを調整してもよい。 

（23）ホモロゲーションシートに示す規定寸法の変更は、認めない。 

（23）詳細がホモロゲーションシート内の図で確かめられないときは、同一の部品

と比較して判断してもよい。 

5 この規則に明記されていない部品をエンジンに加えたり、取外してはならない。 

6 燃料は、次の通りとする。 

（1）市販されている自動車、または航空用とする。 

（2）燃料に2サイクルエンジン用潤滑油を加えてもよい。 

（3）燃料またはエアーインテークから、機関の出力を増加させる添加剤を加えて

はならない。 

 

903 レーシングアウトボード 

1 クラスは、次の通りとする。 

シリーズ クラス 排 気 量（CC） 

O 125 128以下 

O 175 175以下 

O 250 176以上 250以下 

O 350 251以上 350以下 

O 500 351以上 500以下 

O 700 501以上 700以下 

O 850 701以上 850以下 

O 1000 851以上 1,000以下 

O 1500 1,001以上 1,500以下 

O 2000 1,501以上 2,000以下 

O 3000 2,001以上 3,000以下 

O ∞ 3,001以上 
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2 艇体は、次の通りとする。 

（1）形状は、自由とする。ただし、O350以下はハイドロプレーン型（スポンソン

の長さは、艇体の長さの60％以内）とし、エアートラップの為の構造は、ト

ランサム部分で40mm以内でなければならない。 

（2）ブレーキ効果を生じたり、スプレーを上げる装置は禁止する。 

（3）重量（機関、強化コックピット、残燃料を含む）と長さ（カタマラン艇はス

ポンソンの長さ、その他の艇は全長）は、次の通りとする。 

 重量 長さ 

O850 250kg以上 3.90m以上 

O1000 300kg以上 4.20m以上 

O1500 350kg以上 4.50m以上 

O2000 390kg以上 4.80m以上 

O3000 450kg以上 5.10m以上 

O∞ 520kg以上 5.30m以上 

（4）O500以上には、別に定める強化コックピットを装備していなければならない。 

（5）ウイングは、使用してもよい。 

3 機関は、次の通りとする。 

（1）船外機とし、型式は自由とする。 

（2）機関の数は、1基とする。 

4 燃料は、次の通りとする。 

（1）燃料は、自由とする。 

（2）燃料に、2サイクルエンジン用潤滑油を加えてもよい。ただし、オクタン価ま

たは水分を増加させるものであってはならない。 

（3）燃料またはエアーインテークから、機関の出力を増加させる添加剤を加えて

はならない。 

5 次クラスの詳細については各シリーズ競技細則を参照。 

（1）O250クラス・O350クラス 

ハイドロシリーズ競技細則 

（2）O2000クラス 

フォーミュラシリーズ競技細則 

附則 

この規則は、2011年4月1日から施行する。 
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シリーズ別競技細則 

 

ハイドロシリーズ競技細則 

フォーミュラシリーズ競技細則 

Vシリーズ競技細則 

オフショアシリーズ競技細則 
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ハイドロシリーズ競技細則 

2010年4月1日改正 

2008年4月1日制定 

000 総則 

 

001 競技細則 

1 この競技細則は､モーターボート国内競技規則(以下「競技規則」という)に基づき、

ハイドロシリーズについて定める。 

2 この競技細則は、競技規則で定める一般規定を補うものとする。 

 

100 適用クラス 

 

101 国内ハイドロシリーズ 

1 クラス及び艇体は次の通りとする。 

クラス 排気量 スポンソン長さ 形状 

OSY400 396.9cc 艇体の60％以内 ハイドロプレーン 

O 250 176cc以上250cc以下 艇体の60％以内 ハイドロプレーン 

O 350 251cc以上350cc以下 艇体の60％以内 ハイドロプレーン 

 

200 競技 

 

201 競技方法 

競技は、サーキットレースとし、スタート方法は、ジェッティスタート、または

フライングスタートとする。 

 

300 スペック（仕様） 

 

301 OSY400 

1 艇体は、次の通りとする。 

（1）ハイドロプレーン型とする。 

（2）スポンソンの長さは、艇体の長さの60％以内とする。 

（3）エアートラップのための構造は、トランサム部分で40mm以内とする。 
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（4）艇体を浮かせるのに十分な浮力材を備えていなければならない。 

（5）最低重量は180kg以上（ドライバー、残燃料含む）とする。 

（6）コーミングの高さは、次のとおりとする。（巻末図参照） 

ボート セクションA セクションB 

ニーダウンタイプ 450mm以上 250mm以上 

レイダウンタイプ 350mm以上 300mm以上 

（7）コーミング（デッキを含む）の補強の材料は、次のとおりとする。 

①新規登録艇は、315g/m2のアラミドファイバー（ケブラー）を2層、または同

等の材料を用いて補強しなければならない。 

補強の方法は、巻末図で示す太線部分であるコーミング内側補強、外側75mm

まで補強しなければならない。 

②既登録艇は、コーミングの内側に強度を増加させるために、新規登録艇と同

等の材料を用いて補強しなければならない。 

③上記における同等の材料とは、巻末に記するものを標準とする。 

2 機関は、次の通りとする。 

（1）UIMに承認されたヤマト202型及び302型とする。 

（2）プロペラは自由とする。 

（3）セーフティスイッチを取付けなければならない。 

（4）選手は、エンジンの状態、及びパーツのエラーについて、全ての責任を持つ

ものとする。 

3 許可される改造は、次の通りとする。 

（1）点火コード、スパークプラグ、プロペラナットは交換してもよい。 

（2）電気容器（コイルプレート、クランクケースエンドキャップ）は、排水のた

めの孔をあけたり、これらの孔をタップしたり、塞いでもよい。 

（3）燃料パイプは、タンクやキャブレター内のネジ孔を変更しないように交換し

てもよい。燃料フィルターの使用を可とする。 

（4）燃料タンクの改造はしてもよい。ただし、取り付け方法はオリジナルのまま

とし、タンクのマウントは変更してはならない。 

（5）マラソン用の燃料ポンプは使用してもよい。ただし、サーキットレースにお

いてはクランクケースの孔は塞ぐこと。 

（6）植え付けボルトのスタッド孔は、オーバーサイズのタッピングをしても、ヘ

リサートを用いてもよい。 

（7）壊れた部品は、修理のため溶接したり、プラスチックのコンパウンドを使用
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して肉盛りしてもよい。ただし、輪郭は同一のこと。 

（8）どのような水流制限物を使用してもよい。 

（9） チルトロックレバーとチルトブラケットボルトのスペーサーを外してもよい。 

（10）ステアリングケーブルを取り付けるため、バーの孔を大きくしてもよい。 

（11）タイマーレバーをトップの位置に押さえておく装置を取り付けてもよい。 

（12）防水カバーは、スロットルケーブルを取り付けるため、及びキャブレターを

チョークするために改造してもよい。側面にあける1個の孔の直径或いはその

周辺は、30mmを超えてはならない。 

（13）プロペラシャフトの径を削ってもよい。 

（14）オーバーサイズピストンを使用してもよい。（ボアサイズ最大66.50mm） 

（15）ナット、ボルト、スクリュー、ワッシャーは交換してもよい。ただし、キャ

ブレターのバタフライバルブのスクリューは改造してはならない。 

（16）塗装は自由とする。 

（17）エンジンを艇体に取り付けのための、孔をあけてもよい。 

（18）プラグキャップは交換してもよい。 

4 認められない改造 

（1）内部の通路、キャブレター、インテークマニホールド、排気管を磨いたり取

り外してはならない。 

（2）往復運動あるいは回転運動のパーツを磨いたり、バランシング加工をしては

ならない。 

（3）航走中に機関の取り付け高さ、取り付け角度を変更できる装置を取り付けて

はならない。 

（4）UIMに承認されたヤマト以外の部品を使用してはならない。 

（5）ホモロゲーションに寸法の載っていない箇所の改造は、認めない。もし、ホ

モロゲーションシートの写真で詳細が判別できない時は、標準ストックパーツ

で比較する。（このような比較は、製造上の公差が判明していないものに対し

て適用される） 

（6）記載されている以外の改造、取り外し、取り付け、機械加工、削り、磨き等

は全て禁止する。 

5 燃料は、次の通りとする。 

（1）市販されている自動車用ガソリンとする。 

（2）燃料に2サイクルエンジン用潤滑油を加えてもよい。 

（3）燃料またはエアーインテークから、機関の出力を増加させる添加剤は加えて
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はならない。 

 

302 O：250・O：350 

1 排気量は、次の通りとする。 

（1）O：250 176cc以上、250cc以下。 

（2）O：350 251cc以上、350cc以下。 

2 艇体は、次の通りとする。 

（1）ハイドロプレーン型とする。 

（2）スポンソンの長さは、艇体の長さの60％以内とする。 

（3）エアートラップのための構造は、トランサム部分で40mm以内とする。 

（4）ブレーキ効果を生じたり、スプレーを上げる装置は禁止する。 

（5）ウイングは、使用してもよい。 

（6）最低重量は130kg以上（残燃料含む）とする。 

（7）コーミングの高さは、次のとおりとする。（巻末図参照） 

ボート セクションA セクションB 

ニーダウンタイプ 450mm以上 250mm以上 

レイダウンタイプ 350mm以上 300mm以上 

（8）コーミング（デッキを含む）補強の材料は、次のとおりとする。 

① 新規登録艇は、315g/m2のアラミドファイバー（ケブラー）を2層、または 

同等の材料を用いて補強しなければならない。 

補強の方法は、巻末図で示す太線部分であるコーミング内側補強、外側 

75mmまで補強しなければならない。 

② 既登録艇は、コーミングの内側に強度を増加させるために、新規登録艇と 

同等の材料を用いて補強しなければならない。 

③ 上記における同等の材料とは、巻末に記するものを標準とする。 

3 機関は、次の通りとする。 

（1）船外機とし、形式は自由とする。 

（2）機関の数は、1基とする。 

4 燃料は、次の通りとする。 

（1）自由とする。 

（2）燃料に2サイクルエンジン用潤滑油を加えても良い。 

（3）燃料またはエアーインテークから、機関の出力を増加させる添加剤を加えて 

 はならない。 
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コーミングの補強材料 

コーミング（デッキを含む）補強の材料は、次を標準とする。 

 構成材料 積層 

(layers) 

備考 

国際規則の基準 アラミド（ケブラー） 

315g/m2 

2 UIM規則522.02に基づく。 

 

同等材料の目安 カーボン 

200g/m2 

3  

グラスファイバー 

450g/m2 

 

3 ロービングクロス又はガラ

スクロス 

※チョップドストランドマ

ットを使用する場合は、ロ

ービングクロスと組み合わ

せること。 

カーボン/ケブラー 

200g/m2 

3 平織又は綾織 

 

注1：既登録艇については、コーミングの内側を上記の構成材料及び積層により補強しなければな

らない。 

注2：構成材料は、市販されている標準的な材料のg/m2を記したもので目安値とする。 

注3：上記以外の材料を用いる場合は、協会の承認を要する。 
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フォーミュラシリーズ競技細則 

2009年4月1日改正 

2008年4月1日制定 

 

000 総則 

 

001 競技細則 

1 この競技細則は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規則」という）に基

づき、フォーミュラシリーズについて定める。 

2 この競技細則は、競技規則で定める一般規定を補うものとする。 

 

100 適用クラス 

 

101 国内フォーミュラシリーズ 

1 クラス及び艇体は、次の通りとする。 

シリ

ーズ 

クラ

ス 
排気量 方式 総重量 長さ 形状 

強化ｺｯｸ

ﾋﾟｯﾄ 

F 

550 351cc以上 550cc以下 carb 250kg以上 2,75m以上 

カタマ

ラン 

 

850 551cc以上 850cc以下 carb 330kg以上 3,90m以上 義務付 

3000 

1,991cc以上 2,400cc以下 EFI 
460kg以上 

4,80m以上 義務付 
2,401cc以上 2,550cc以下 

carb 

EFI 480kg以上 

2,551cc以上 3,000cc以下 
carb 500kg以上 

EFI 530kg以上 

※総重量（ドライバー、機関、コックピット、残燃料を含む） 

※長さ（スポンソンの長さ） 

 ※排気量は、２サイクル環境対応エンジン１.３倍、４サイクルエンジン１．６倍ま

でとする。 

 

200 競技 
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201 競技方法 

競技は、サーキットレースとし、スタート方法は、ジェッティスタート、または

フライングスタートとする。 

 

300 スペック（仕様） 

 

301  F3000 

1 排気量は1,991cc以上、3,000cc以下とする。 

  ただし２サイクル環境対応エンジンは１.３倍、４サイクルエンジンは１．６倍ま

でとする。 

2 艇体は、次の通りとする。 

（1）カタマラン型とする。 

（2）スポンソンの長さは、4.80m以上とする。 

（3）ブレーキ効果を生じたり、スプレーを上げる装置は禁止する。 

（4）ウイング、ハイドロフォイルの取り付けは禁止する。 

（5）艇体には、次の安全装備を装着しなければならない。 

①コックピット及びスポンソンの先端は、衝撃吸収型のピッケルフォークを装

備しなければならない。（巻末図参照） 

②艇体の浮力は、転覆した際に、先端を上向きにして立ち、コックピットが水

面上に露出する構造でなければならない。 

ａ．木造艇の場合は、次の通りとする。 

浮力材を補充した場合は、充填時の写真を撮影し、協会に提出しなければ

ならない。 

・浮力材の充填位置：図参照 

・浮力材容量の目安（バージェス艇の場合）：（単位mm） 

○Ａ：｛（450＋300）×850÷2｝×500 

○Ｂ：｛（70＋90）×200÷2｝×550（両サイド） 

○Ｃ：｛（200＋250）×350÷2｝×550（両サイド） 

   ・有効なエアバックを取付け、緊急用としてドライバー用と救助用員の手動ス

イッチを設置することを推奨する。なお、救助員用のスイッチは、船体の側

面に設置し、その周囲には、オレンジ色で20cmのマーキングをしなければな

らない。 

ｂ．コンポジット艇 
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・有効なエアバッグを取り付け、緊急用としてドライバー用と救助員用の手動

スイッチを設置しなければならない。救助員用のスイッチは、船体の側面に

設置し、その周囲には、オレンジ色で20ｃｍのマーキングをしなければなら

ない。 

   ③ウォーター・インレット・ホール（Water inlet holes）（巻末図参照） 

・全ての競技艇は、船体後部の船内とスポンソンの間（両サイド）に各40cm2以

上の水口孔を設けなければならない。 

・コンポジット艇は、船体後部のスポンソン（両サイド）に各40cm2以上の水口

孔を設けなければならない。 

④空気孔（Air vents）（巻末図参照） 

・全ての競技艇は、ピッケルホーク先端（両サイド）に各20cm2以上の有効な空

気孔（Air vents）を設置しなければならない。 

・コンポジット艇は、操縦席上部（2ヶ所）に各20cm2以上の有効な空気孔（Air 

vents）を設置しなければならない。 

⑤シートベルトの各支点の取り付け部は、金属等で補強しなければならない。 

⑥スリングアイの周囲には、オレンジ色で２０ｃｍのマーキングをしなければ

ならない。 

⑦別に定める「アウトボードクラスの強化コックピット規則」の強化コックピ

ットを装備しなければならない｡ 

⑧バックミラーを装備しなければならない。 

 

3 機関は、次の通りとする。 

（1）UIMに承認された船外機とする。 

①マーキュリー2.5EFIシリーズ（8,600回転リミッター付き）の使用を標準とする。 

②経過措置として、当面はこれに拘らず、既存のキャブレター仕様、並びに他

のEFI仕様のエンジンも使用できるものとし、状況に応じて暫定期間を設定す

ることとする。 

③重量【機関、強化コックピット、残燃料、ドライバー（ヘルメット、ライフ

ジャケット）を含む】は、下表の通りとする。 

④各機関のシリンダーヘッドのボリューム及びキャブレターインテークの仕様

は、下表の通りとする。 

⑤ギアケースは、2枚落ちを標準とする。 
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エンジン 2.0EFI 2.4Carb 2.4EFI 2.5Carb 2.5 EFI 

最低重量 460ｋｇ 460ｋｇ 480ｋｇ 500ｋｇ 530ｋｇ 

ﾍｯﾄﾞﾎﾞﾘｭｰﾑ※ 21cc ANY 32cc ANY 36.5cc 

インテーク ANY 
3 TWO 

BARRELS 
ｵﾘｼﾞﾅﾙ 

3 TWO 

BARRELS 
ｵﾘｼﾞﾅﾙ 

（2）機関の数は、1基とする。 

（3）燃料吸入方式は、キャブレターまたはEFIとする｡ 

（4）バッテリーの絶縁スイッチを取り付けなければならない。 

①絶縁スイッチの作動ハンドルは、デッキに取り付けられていなければならな

い。（スターンの1～3m前の左側が適当） 

②絶縁スイッチは、赤の蛍光色でON／OFFの位置が示されていなければならな

い。 

（5）エンジンカバーを取り付けていない競技艇は出場することができない。 

4 許可される改造は、次の通りとする。 

（1）改造は、自由とする。 

（2）ミッドセクション及びギアケースは、UIMに承認された他の機種のものと交換

してもよい。 

5 燃料は、次の通りとする。 

（1）市販されている自動車、または航空用とする。 

（2）燃料に2サイクルエンジン用潤滑油を加えてもよい。 

（3）燃料またはエアーインテークから、機関の出力を増加させる添加剤を加えて

はならない。 

 

302  F850 

1 ２サイクルエンジンの排気量は551cc以上、850cc以下とする。 

  ただし２サイクル環境対応エンジンは１.３倍、４サイクルエンジンは１．６倍ま

でとする。 

 

2 艇体は、次の通りとする。 

（1）カタマラン型とする。 

（2）２サイクルエンジンのスポンソンの長さは、3.90m以上とする。 

（3）総重量（ドライバー、機関、強化コックピット、残燃料を含む）は、330kg以
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上とする。 

（4）ブレーキ効果を生じたり、スプレーを上げる装置は禁止する。 

（5）ウイング、ハイドロフォイルの取り付けは禁止する。 

（6）別に定める「アウトボードクラスの強化コックピット規則」の強化コックピ

ットを、装備しなければならない。 

（7）スポンソンの先端は、衝撃吸収型のピッケルフォークを装備しなければなら

ない。（巻末図参照） 

（8）空気孔（Air vents）（巻末図参照） 

① 全ての競技艇は、ピッケルホーク先端（両サイド）に各20cm2以上の有効な

Air vents（空気孔）を設置しなければならない。 

② コンポジット艇は、操縦席上部（2ヶ所）に各20cm2以上の有効な空気孔

（Airvents）を設置しなければならない。 

（9）バックミラーを装備しなければならない。 

 

3 機関は、次の通りとする。 

（1）UIMに承認された船外機とする。 

（2）機関の数は、1基とする。 

（3）燃料吸入方式は、気化器とする。（２サイクル環境対応エンジン、４サイク

ルエンジンを除く） 

（4）前進、中立、後進させるギア変換装置を持っていなければならない。 

（5）電磁ポンプ式の機関は、艇体外部にバッテリーの絶縁スイッチを取り付けな

ければならない。 

①絶縁スイッチの作動ハンドルは、デッキに取り付けられていなければならな

い。（スターンの1～3m前の左側が適当） 

②絶縁スイッチは赤の蛍光色でON／OFFの位置が示されていなければならない。 

（6）エンジンカバーを取り付けていない競技艇は、出場することができない。 

 

4 許可される改造は、次の通りとする。 

なお、「純正品」とは、当該メーカーが発行した、当該機種のスペアーパーツカ

タログに掲載され、市販されているものをいう。「社外品」とは、純正品以外の

部品をいう。 

（1）パワーユニット関係 

①シリンダ（純正品）は、内部加工してもよいが、外部加工は、強化する以外
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は認めない。 

②シリンダのウォータージャケットは、加工してもよい。 

③シリンダのスリーブ（純正品）は、純正品のオーバーサイズピストンが入る

範囲内でボーリングしてもよい。 

④シリンダヘッド（純正品）は、加工してもよい。 

⑤吸排気ポートは、加工してもよい。 

⑥ピストン、ピストンリングは、社外品と交換してもよい。 

⑦ピストンは、加工してもよい。 

⑧クランクピン（純正品）は、強化するために加工してもよい。 

⑨クランクシャフトのカウンターウエイト（純正品）は、加工してもよい。 

⑩クランクケース（純正品）は、内部加工してもよいが、外部加工は、強化す

る以外は認めない。 

⑪ガスケット、シール、Oリングは、社外品を使用してもよい。 

⑫コネクティングロッド（純正品）は、加工してもよい。 

（2）吸排気関係 

①リードバルブアッセンブリーは、純正品を加工又は社外品と交換してもよい。 

②キャブレターは、純正品、社外品を問わず加工､交換及び増加してもよい。 

③キャブレターのスロットルレバーにスプリングを加えてもよい。 

④インテークマニホールドは、純正品を加工または社外品と交換してもよい。 

⑤エキゾーストインナーチューブは、純正品を加工又は社外品と交換してもよ

い。 

（3）電装関係 

①電装品は、社外品と交換してもよい。 

②ACコイルは、取外してもよい。 

③スターターモーターは、社外品と交換してもよい。 

④タイマーベースは、固定してもよい。 

⑤過回転防止スイッチは、取り外してもよい。 

⑥スターターロックは、取り外してもよい。 

⑦フライホイールは、社外品を使用、軽量加工してもよい。 

（4）ミッドセクション 

①トランサムブラケット（クランプスクリューブラケット）は、強化のため、

純正品を加工または社外品と交換してもよい。 

②モーターのラバーマウントは、取り外したり、交換してもよい｡ 
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③スイベルブラケットは、パワートリムを取り付けるために変更したり、ショ

ックアブソーバーを取り外したり、交換してもよい｡ 

（5）冷却関係 

①ウォーターチューブは、加工してもよい。 

②ウォーターチェックラインは、加工してもよい。 

③ウォーターピックアップは、艇体やギアケースに設置してもよい。ただし、

冷却水はウォーターポンプ室（インペラの取り外しは不可）を経由して供給

しなければならない。 

④冷却装置のサーモスタット、及び圧力バルブは取り外してもよい。 

（6）ギアケース関係 

①ギアケース（純正品）は外部加工してもよい。 

②排気口は、追加してもよい。ただし、キャビテーションプレートより下に設

置しなければならない。（図参照） 

 
 

③トリムタブは、プロペラに合わせるために、取り外したり、交換してもよい。 

④ギアケースの内部部品は、ホモロゲーションシートに示す通りとする。ただ

し、ギアケースヘッド（ベアリングハウジング）の加工、及びギア比を変更

してもよい。 

（7）プロペラ 

①プロペラは、社外品と交換してもよい。 

②プロペラボス排気方式のギアケースは、標準プロペラボスに合うギアケース

後部の排気孔径を最小とする排気管を備えたプロペラを使用しなければなら

ない。 

（8）エンジンカバ－ 

①エンジンカバー（純正品）は、空気孔をあけたり、またはルーバーを取り付

けてもよい。ただし、全体の形状を変えてはならない。 

（9）その他 

①ボルト、ワッシャー、及びナットは交換してもよい。 
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②ステアリング機構は変更してもよい。ただし、ステアリングバーを取り外し

たり、新しいものを取り付けることにより生じた開口部は、密封しなければ

ならない。 

③回転計、温度計、水圧計を取り付けてもよい。 

④この規則で改造を認められていない部品は、ホモロゲーションシートに示す

規定寸法、及び重量まで機械加工してもよい。 

⑤詳細がホモロゲーションシートの図で確かめられないときは、同一の部品と

比較して判断してもよい。 

5 この規則に明記されていない部品をエンジンに加えたり、取り外したり、改造し

てはならない｡ 

6 燃料は、次の通りとする。 

（1）市販されている自動車、または航空用とする。 

（2）燃料に2サイクルエンジン用潤滑油を加えてもよい。 

（3）燃料またはエアーインテークから、機関の出力を増加させる添加剤を加えて

はならない。 

 

303  F550 

1 ２サイクルエンジンの排気量は351cc以上、550cc以下とする。 

 ただし２サイクル環境対応エンジンは１.３倍、４サイクルエンジンは１．６倍ま

でとする。 

2 艇体は、次の通りとする。 

（1）カタマラン型とする。 

（2）２サイクルエンジンのスポンソンの長さは、2.75m以上とする。 

（3）総重量（ドライバー、機関、強化コックピット、残燃料を含む）は、250kg以

上とする。 

（4）ブレーキ効果を生じたり、スプレーを上げる装置は禁止する。 

（5）ウイング、ハイドロフォイルの取付けは禁止する。 

（6）強化コックピットを装備した場合、別に定める「アウトボードクラスの強化

コックピット規則」の強化コックピットを装備しなければならない。 

（7）バックミラーを装備しなければならない。 

 

3 機関は、次の通りとする。 

（1）UIMに承認された船外機とする。 
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（2）機関の数は、1基とする。 

（3）燃料吸入方式は、気化器とする。（２サイクル環境対応エンジン、４サイク

ルエンジンを除く） 

（4）前進、中立、後進させるギア変換装置を持っていなければならない。 

（5）電磁ポンプ式の機関は、艇体外部にバッテリーの絶縁スイッチを取り付けな

ければならない。 

①絶縁スイッチの作動ハンドルは、デッキに取付けられていなければならない。

（スターンの1 ～3m前の左側が適当） 

②絶縁スイッチは、赤の蛍光色でON／OFFの位置が示されていなければならな

い。 

4 許可される改造は、次の通りとする。 

なお、「純正品」とは、当該メーカーが発行した、当該機種のスペアーパーツカ

タログに掲載され、市販されているものをいう。「社外品」とは、純正品以外の

部品をいう。 

（1）パワーユニット関係 

①シリンダ（純正品）は、内部加工してもよいが、外部加工は、強化する以外

は認めない。 

②シリンダのウォータージャケットは、加工してもよい。 

③シリンダのスリーブ（純正品）は、純正品のオーバーサイズピストンが入る

範囲内でボーリングしても良い。 

④シリンダヘッド（純正品）は、加工してもよい。 

⑤吸排気ポートは、加工してもよい。 

⑥ピストン、ピストンリングは、社外品と交換してもよい。 

⑦ピストンは、加工してもよい。 

⑧クランクピン（純正品）は、強化するために加工してもよい。 

⑨クランクシャフトのカウンターウエイト（純正品）は、加工してもよい。 

⑩クランクケース（純正品）は、内部加工してもよいが、外部加工は、強化す

る以外は認めない。 

⑪ガスケット、シール、Oリングは、社外品を使用してもよい。 

⑫コネクティングロッド（純正品）は、軽量加工してもよい。 

（2）吸排気関係 

①リードバルブアッセンブリーは、純正品を加工又は社外品と交換してもよい。 

②キャブレターは、純正品、社外品を問わず加工､交換及び増加してもよい。 
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③キャブレターのスロットルレバーにスプリングを加えてもよい。 

④インテークマニホールドは、純正品を加工または社外品と交換してもよい。 

⑤エキゾーストインナーチューブは、純正品を加工または社外品と交換しても

よい。 

（3）電装関係 

①電装品は、社外品と交換してもよい。 

②ACコイルは、取り外してもよい。 

③スターターモーターは、社外品と交換してもよい。 

④タイマーベースは、固定してもよい。 

⑤過回転防止スイッチは、取り外してもよい。 

⑥スターターロックは、取り外してもよい。 

⑦フライホイールは、社外品を使用、軽量加工してもよい。 

（4）ミッドセクション 

①トランサムブラケット（クランプスクリューブラケット）は、強化のため、

純正品を加工または社外品と交換してもよい。 

②モーターのラバーマウントは、取り外したり、交換してもよい｡ 

③スイベルブラケットは、パワートリムを取り付けるために変更したり、ショ

ックアブソーバーを取り外したり、交換してもよい｡ 

（5）冷却関係 

①ウォーターチューブは、加工してもよい。 

②ウォーターチェックラインは、加工してもよい。 

③ウォーターピックアップは、艇体やギアケースに設置してもよい。ただし、

冷却水はウォーターポンプ室（インペラの取外しは不可）を経由して供給し

なければならない。 

④冷却装置のサーモスタット、及び圧力バルブは取り外してもよい。 

（6）ギアケース関係 

①ギアケース（純正品）は外部加工してもよい。 

②排気口は、追加してもよい。ただし、キャビテーションプレートより下に設

置しなければならない。（図参照） 
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③トリムタブは、プロペラに合わせるために、取り外したり、交換してもよい。 

④ギアケースの内部部品は、ホモロゲーションシートに示す通りとする。ただ

し、ギアケースヘッド（ベアリングハウジング）の加工、及びギア比を変更

してもよい。 

（7）プロペラ 

①プロペラは、社外品と交換してもよい。 

②プロペラボス排気方式のギアケースは、標準プロペラボスに合うギアケース

後部の排気孔径を最小とする排気管を備えたプロペラを使用しなければなら

ない。ただし、ノーズコーンを取り付けることにより、プロペラは自由とす

る。 

（8）エンジンカバ－ 

①エンジンカバー（純正品）は、空気孔をあけたり、またはルーバーを取り付

けてもよい。ただし、全体の形状を変えてはならない。 

（9）その他 

①ボルト、ワッシャー、及びナットは交換してもよい。 

②ステアリング機構は変更してもよい。ただし、ステアリングバーを取り外し

たり、新しいものを取り付けることにより生じた開口部は、密封しなければ

ならない。 

③回転計、温度計、水圧計を取り付けてもよい。 

④この規則で改造を認められていない部品は、ホモロゲーションシートに示す

規定寸法、及び重量まで機械加工してもよい。 

⑤詳細がホモロゲーションシートの図で確かめられないときは、同一の部品と

比較して判断してもよい。 

5 この規則に明記されていない部品をエンジンに加えたり、取り外したり、改造し

てはならない｡ 

6 燃料は、次の通りとする。 
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（1）市販されている自動車、または航空用とする。 

（2）燃料に2サイクルエンジン用潤滑油を加えてもよい。 

（3）燃料またはエアーインテークから、機関の出力を増加させる添加剤を加えて

はならない。 
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（ピッケルフォーク図） 

 

 

 

 

（ウォーターインレットホール＆エアベント図） 
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（浮力材充填位置等） 
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Ｖシリーズ競技細則 

2011年4月1日改正 

2009年4月1日改正 

2008年4月1日制定 

 

000 総則 

 

001 競技細則 

1 この競技細則は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規則」という）に基

づき、Vシリーズについて定める。 

2 この競技細則は、競技規則で定める一般規定を補うものとする。 

 

100 適用クラス 

 

101 国内Ｖシリーズ 

1 クラス及び艇体は次の通りとする。 

シリ

ーズ 

ク ラ

ス 
排気量 

重量 

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ含 
長さ 

巾 形状 

Ｖ 

250 175cc以上250cc以下 230kg以上 3.50m以上 

1.30m以上 

Ｖボ

トム 

モノ

ハル 

350 251cc以上350cc以下 240kg以上 3.50m以上 

500 351cc以上500cc以下 265kg以上 3.75m以上 

700 501cc以上700cc以下 270kg以上 4.00m以上 1.35m以上 

※Ｖ７００以下は、２サイクル環境対応エンジンまたは４サイクルエンジンとする。 

シリ 

ーズ 
クラス 排気量 

重量 

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ除 
長さ 形状 

V 

850 751cc以上870cc以下 330kg以上 4.25m以上 

Vボトム 

モノハル 

2000 1,501cc以上2,000cc以下 535kg以上 5.60m以上 

3000 2,001cc以上3,280cc以下 600kg以上 
6.00m以上 

※5.70m以上 

※排気量は、２サイクル環境対応エンジンを基本とし、４サイクルエンジンは 

１．４倍までとする。 
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※ＪＣＩ登録はプレジャーボートクラスとする 

 ※ライフジャケットはストックアウトボート用またはオフショア用とする 

 ※インフレータブルボートの場合、船底中央部はコンポジットであること 

 ※改造範囲はＳクラスに準ずる 

 ※Ｖ３０００クラスで河川等のみで走行する場合は5.70ｍ以上でも可 

 

200 競技 

 

201 競技方法 

競技は、耐久レースとし、スタート方法は、ローリングスタートとする。 

 

 

300 スペック（仕様） 

 

301 艇体 

艇体は次の通りとする。 

1 形状は、Vボトムのモノハルとする。 

 

 
2 ブレーキ効果を生じたり、スプレーを上げる装置は禁止する。 

3 ウイング、ハイドロフォイルの取り付けは禁止する。 
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302 キャノピー装備艇 

1 キャノピーを装備した場合は、次の通りとする。 

（1）ヘッドレストを設置しなければならない。 

（2）フルキャノピーは、選手の真上に開口部を設け、開口部の周囲2cm以上を蛍

光オレンジ色で塗らなければならない。なお、開口部の大きさは、0.55ｍ×0.55

ｍ以上とする。 

（3）ヘルメットは、通常の着座姿勢の状態でキャノピーから出てはならない。 

（4）ステアリングホイールを取り外さなくても、選手が脱出できなければならな 

い。 

（5）艇体のバウを50cm以上蛍光オレンジ色で塗らなければならない。 

ただし、艇体が同色の場合は、バウのオレンジ色の箇所と艇体との間を15cm以

上を白色で塗らなければならない。 

（6）バウの接水外板上に、高さ25cm以上の大きさでレース時の乗艇人数を黒色で

明記しなければならない。 

（7）バックミラーを取り付けなければならない。 

（8）キャノピーにウインドウォッシャーを装備しなければならない。 

（9）シートベルトを装備しなければならない。 

①5本または6本のハーネスで構成されていること。 

②ハーネスは、十分な強度を有する材質で、適切に止められていること。 

③腰ハーネス及び肩ハーネスの巾は50mm以上であること。 

④開放装置は、レバーまたはカムロック式のワンタッチ動作でなければならな

い。 

 

303 キャノピー未装備艇 

1 キャノピーを装備していない艇は、次の通りとする。 

（1）シートベルトを装着してはならない。 

（2）ガラス製のウィンドシールドは認めない。 

（3）セーフティスィッチ 

セーフティスイッチのケーブルを選手の体に付けていなければならない。 

（4）ウォーターデフレクター 

①ウォーターデフレクターは、選手を水流から保護するのに十分な強度をもつ

素材で設計、製作されていなければならない。 

②ウォーターデフレクターは、選手が投げ出されたとき、危害を与えないよう
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なものでなければならない。 

③ウォーターデフレクターの上部先端から最低5cmは、水平線から少なくとも45

度の角度で立ち上がっており、水平面で測って最低30cmの幅をもたせなけれ

ばならない。 

④ウォーターデフレクターは、最も背の高い選手が普通の操縦姿勢で着座した

時、その選手の顎の位置までの高さがなければならない。 

（5）ハイバックシート 

シートの頂部は、選手が普通の操縦姿勢で着座したとき、その選手のヘルメッ

トの高さの75％までカバーしなければならない。

 

 

304 機関 

1 機関は、次の通りとする。 

（1）UIMに承認された船外機とする。ただし国内で市販の船外機も可とする。 

（2）機関の数は、1基とする。 

（3）燃料吸入方式は、自由とする。 

（4）前進、中立、後進させるギア変換装置を持っていなければならない。 

（5）排気量は、次の通りとする。 

   ただし２サイクル環境対応エンジンを基本とし、４サイクルエンジンは 

１．４倍までとする。 

・V 250 175cc以上、250cc以下 

・V 350 251cc以上、350cc以下 

・V 500 351cc以上、500cc以下 

・V 700 501cc以上、700cc以下 

・V 850 751cc以上、870cc以下 

・V 2000 1,501cc以上、2,000cc以下 

・V 3000 2,001cc以上、3,280cc以下 
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（6）機関の冷却は水循環ポンプによって行わなければならない。 

（7）外部から助力無しに迅速、かつ容易に始動できなければならない。 

（8）スタータ－は、純正品で、変更や調整をしてはならない。 

（9）Ｖ７００以下は改造は許可されない。 

2 機関の取り付け高さは、次の通りとする。 

機関の取り付けは、水平にしたプロペラシャフトの位置が、船底のキールライン

より下になければならない。 

 

305 許可される改造 

1 許可される改造は、次の通りとする。 

（1）部品関係 

①ボルト、ワッシャー、及びナットは交換してもよい。 

②回転計、温度計、水圧計を取り付けてもよい。 

③過回転防止装置は、取り外してもよい。 

④スタ－タ－ロックは、取り外してもよい。 

⑤スパークプラグは、交換してもよい。 

（2）パワーユニット関係 

①シリンダは、再ボーリングはしてもよい。ただし、そのクラスの許容排気 

量内において、純正品のピストンを使用する場合に限る。 

②フライホイールは、ホモロゲーションシートに規定された寸法と重量であれ

ばバランスを調整してもよい。ただし、変更は認めない。 

（3）吸排気関係 

①キャブレターのジェットの寸法は、変更してもよい。 

②キャブレターのスロットルレバーにスプリングを加えてもよい。 

③排気口を追加してはならない。 

（4）ミッドセクション関係 

①スイベルブラケットは、パワートリムを取り付けるために変更したり、ショ
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ックアブソーバーを取り外したり、変更してもよい｡ 

②ステアリング機構は変更してもよい。ただし、ステアリングバーを取り外し

たり、新しいものを取り付けることにより生じた開口部は、密封しなければ

ならない。 

③モーターのラバーマウントは、取り外したり、変更してもよい｡ 

（5）冷却関係 

①冷却は、ウォーターポンプの供給によらなければならない。 

②冷却装置のサーモスタット、及び圧力バルブは取り外してもよい。 

（6）ギアケース関係 

①ギアケースの外側は、自由とする。ただし、ギアケースの内部部品及び排気

口は、ホモロゲーションシートに示す通りとする。 

②トリムタブは、プロペラに合わせるために、取り外したり、変更してもよい。 

（7）プロペラ関係 

プロペラは、交換してもよい。 

2 その他 

（1）ホモロゲーションシートに示すパーツの寸法は、規定寸法まで機械加工して

もよい。 

（2）ホモロゲーションシートに示すパーツの重量は、規定重量まで機械加工して

もよい。 

（3）詳細がホモロゲーションシート内の図で確かめられない時は、同一の部品と

比較して判断してもよい。 

3 この規則に明記されていない部品をエンジンに加えたり、取り外してはならない。 

 

306 燃料 

1 燃料は、次の通りとする。 

（1）市販されている自動車、または航空用とする。 

（2）燃料に2サイクルエンジン用潤滑油を加えてもよい。 

（3）燃料またはエアーインテークから、機関の出力を増加させる添加剤を加えて

はならない。 
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オフショア（OFF）シリーズ競技細則 

2009年4月1日改正 

2008年4月1日制定 

 

000 総則 

 

001 競技細則 

1 この競技細則は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規則」という）に基

づき、オフショアシリーズについて定める。 

2 この競技細則は、競技規則で定める一般規定を補うものとする。 

 

100 適用クラス 

 

101 国内オフショアシリーズ 

（単位：CID／cc） 

 インボード アウトボード 

（環境対応型を含む 

2サイクル） 

 ガソリン ディーゼル ガソリン 

スーパー 2基以上 2基以上 4基以上 

1,500/23,034を超える 2,000/32,774を超える 800/13,104を超える 

オープン 2基以上 2基以上 4基まで 

910/14,912を超え（502＋SCI×2） 

        （540NA×2） 

1,500/23,034まで 

1,500/24,580を超え 

2,000/32,774まで 

600/9,828を超え 

800/13,104まで 

ＯＦＦ１ 1基（502＋SCI） 2基以上（454×2） 1基 2基以上 3基まで 

502/8,226を超え 

750/12,290まで 

700/11,471を超え

910/14,912まで 

720/11,798を超え 

1,000/16,387まで 

1,000/16,387を超え 

1,500/24,580まで 

400/6,552を超え 

600/9,828まで 

ＯＦＦ２ 1基（502NA） 2基以上（350×2） 1基 2基以上 基数制限なし 

384/6,292を超え

502/8,226まで 

384/6,292を超え 

700/11,471まで 

553/9,062を超え 

720/11,798まで 

768/12,585を超え 

1,000/16,387まで 

256/4,195を超え 

400/6,555まで 
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ＯＦＦ３ 基数制限なし 1基 2基 基数制限なし 

336/5,506を超え384/6,292まで 484/7,931を超え 

553/9,062まで 

672/11,012を超え 

768/12,585まで 

226/3,703を超え 

256/4,195まで 

ＯＦＦ４ 基数制限なし 基数制限なし 基数制限なし 

200/3,277を超え336/5,506まで 550/9,012を超え672/11,012まで 183/3,000を超え 

226/3,703まで 

※ アウトボードに関し、４サイクルエンジン及び過給機付エンジンは、1.4倍とする 

※ 燃料供給方式（ＥＦＩ、キャブレター）は自由とする。 

 

200 競技方法 

 

201 競技方法 

競技は耐久レースとし、スタート方法はローリングスタートとする。 

 

300 スペック（仕様） 

 

301 艇体 

艇体は次の通りとする。 

1 形状は、自由とする。 

2 長さは、次の通りとする。 

OFF スーパー  40ft( 12.19m)以上 

OFF オープン  35ft( 10.66m)以上50ft(15.24m)以下 

OFF 1       30ft( 9.14m)以上35ft(10.66m)以下 

OFF 2          24ft( 7.62m)以上35ft(10.66m)以下 

OFF 3           23ft( 7.01m)以上35ft(10.66m)以下 

OFF 4           21ft( 6.40m)以上35ft(10.66m)以下 

3 ハイドロフォイルの取り付けは禁止する。 

4 ウイングを装着した場合は、次の通りとする。 

（1）ウイングの巾は、次の通りとする｡ 

①モノハル艇の場合は、ハルの巾の1.5倍以内とする。 

②カタマラン艇の場合は、ハルの巾以内とする。 

（2）ウイングは、選手の位置より後方に設置しなければならない。 

（3）ウイングが脱落した場合は、失格とする。 
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5 インボードエンジンは、コックピットから離れた隔室に設置されていなければな

らない。 

6 エンジンルームは、適切な換気がされていなければならない。 

7 消火器及び消火スイッチを選手がすぐ操作できる位置に、備え付けなければなら

ない。 

 

302 キャノピー装備艇 

1 キャノピーを装備した場合は、次の通りとする。 

（1）コックピットとエンジンルームとの間に隔壁を設けなければならない。 

（2）選手毎にヘッドレストを設置しなければならない。 

（3）フルキャノピーは、選手の真上に開口部を設け、開口部の周囲2cm以上を蛍光

オレンジ色で塗らなければならない。なお、開口部の大きさは、サイドバイサイ

ドでお互いの選手が接近している場合は、0.55m×0.825m以上とし、その他の場合

は各選手宛0.55m×0.55m以上とする。 

（4）ヘルメットは、通常の着座姿勢の状態でキャノピーから出てはならない。 

（5）ステアリングホイールを取り外さずに、選手が脱出できなければならない。 

（6）エンジンルームは、適切な換気がされていなければならない。 

（7）艇体のバウを50cm以上蛍光オレンジ色で塗らなければならない。ただし、艇

体が同色の場合は、バウのオレンジ色の箇所と艇体との間を15cm以上を白色

で塗らなければならない。 

（8）バウの接水外板上に、高さ25cm以上の大きさでレース時の乗艇人数を黒色で

明記しなければならない。 

（9）両者の手が届く位置に点火回路と燃料供給ポンプを遮断できるスイッチ、ま

たはボタンを設置しなければならない。  

(10)バックミラーを取付けなければならない。 

(11)キャノピーにウインドウォッシャーを装備しなければならない。 

(12)シートベルトを装備しなければならない。 

①5本または6本のハーネスで構成されていること。 

②ハーネスは、十分な強度を有する材質で、適切に止められていること。 

③腰ハーネス及び肩ハーネスの巾は50mm以上であること。 

④開放装置は、レバー又はカムロック式のワンタッチ動作でなければならない。 
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303 キャノピー未装備艇 

1 キャノピーを装備していない艇は、次の通りとする。 

（1）シートベルトを装着してはならない。 

（2）ウインドシールドまたはウォーターデフレクター、及びハイバックシートを

取り付けなければならない。 

①ウインドシールドは、確実に艇体に固定され、金属フレーム及び木部の露出

した縁は、ゴム等の柔らかい材料で覆われていなければならない。 

②ガラス製のウィンドシールドは認めない。 

③ウィンドシールドは、選手が投げ出された時、危害を与えないようなもので

なければならない。 

④ウォーターデフレクターは、選手を水流から保護するのに十分な強度をもつ

素材で設計、製作されていなければならない。 

⑤ウォーターデフレクターは、選手が投げ出されても危険が生じないもので、

かつ十分な強度をもっていなければならない。 

⑥ウォーターデフレクターの上部先端から最低5cmは、水平線から少なくとも45

度の角度で立ち上がっており、水平面で測って最低30cmの幅をもたせなけれ

ばならない。 

⑦ウォーターデフレクターは、最も背の高い選手が普通の操縦姿勢で着座した

時、その選手の顎の位置までの高さがなければならない。 

⑧ハイバックシートの頂部は、選手が普通の操縦姿勢で着座した時、その選手

のヘルメットの高さの75％までカバーしなければならない。 

（3）セーフティスィッチ 

独立したセーフティスイッチのケーブルを各選手の体に付けていなければなら

ない。なお、予備スイッチケーブルを艇内に備えておかなければならない。 
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304 機関 

機関は、次の通りとする。 

1 形式は、自由とする。 

2 排気量は、次の通りとする。（巻頭参照） 

  ただし４サイクルエンジン及び過給機付エンジンは１．４倍とする。 

3 2個以上の操舵システムを使用するときは、外部駆動装置を固定するタイ・バー（連

結棒）、または他の装置を備えなければならない。 

 

305 燃料 

1 ガソリン・エンジン用の燃料は、次の通りとする。 

（1）市販されている自動車用または航空用とする。 

（2）燃料に2サイクルエンジン用潤滑油を加えてもよい。 

2 ディーゼル・エンジン用の燃料は、道路走行用、産業用、コマーシャル用、プレ

ジャーボート用で市販のものとする。 

3 燃料またはエアーインテークから、機関の出力を増加させる添加剤を加えてはな

らない。 

 

 

400 JA1の使用権 

 

401 JA1使用権の対象 
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1 使用権の対象は、次の通りとする。 

（1）対象レース 

その年の4月から12月に実施されるオフショアシリーズ（スーパーを除く）のレ

ースで、その年の2月末日迄にレースカレンダーに登録されたものを対象とする。

ただし、オフショアシリーズの全クラス（スーパーを除く）が実施されないレ

ースは、対象としないものとする。 

（2）対象者 

オフショアシリーズ戦に参加した者とする。ただし、その対象者は、艇の実質

上の最高責任者にあたるドライバー、スロットルマン、ナビゲーターのうち1

名とする。 

 

402 決定方法 

1 Aコース総合優勝が1回以上ある者で、ポイントシステムによりトータルポイント

の高得点者とする。 

2 トータルポイントが同点の場合は、次の通りとする。 

（1）前年度の使用者に優先権が与えられる。 

（2）高ポイントの多い者 

（3）出場回数の多い者 

（4）早期に高ポイントを獲得した者 

3 資格者が権利を放棄した場合は、その年のJA1の使用者はないものとする。 

 

403 使用期間 

使用期間は1年間とする。（4月1日から翌年3月31日まで） 

 

404 使用条件 

使用資格を第三者に譲渡することはできないものとする。なお、上記に違反した

者については、使用資格を失うものとする。 

 

405 ポイントシステム 

国内競技規則に定めるシリーズポイントとする。 
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競技会規則等 

 

日本選手権レース規則 

スピードトライアル競技細則 

ハンディキャップレース実施方法 
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日本選手権レース規則 

2008年4月1日制定 

 

この規則は、日本パワーボート協会（以下「協会」という）が、優秀な成績を収め

た者を認定するため、日本選手権レースについて定める。 

 

100 実施クラスの決定 

1 実施クラスの決定は、前年の12月末までに協会で決定する。ただし、全日本選 

手権シリーズ戦で実施されるクラスは除く。 

 

101 開催申請 

1 主催しようとする団体は、レース開催年の2月末までに協会に申請しなければな 

らない。 

2 申請するクラスの登録隻数は、5隻以上でなければならない。 

3 開催の申請が重複した場合は、協会が決定する。 

 

102 承 認 

1 冠付レースと共催する場合は、その内容について協会の承認を得なければならな

い。 

2 主催団体は、参加資格について、協会の承認を得なければならない。 

3 主催団体は、参加選手を制限するレースにおいては、欠場選手の補充方法につい

て協会の承認を得なければならない。 

 

103 主催者義務 

1 主催しようとする団体は、レースの開催実績がなければならない。 

2 主催団体は、日本選手権公認料10,000円を協会に納入しなければならない。 

3 主催団体は、競技会を開催する場合は、主催者賠償責任保険に加入しなければな

らない。 

4 主催団体は、開催1ヶ月前までに各連盟に通知しなければならない。 

 

104 延期・中止 

1 主催団体は、レースを延期または中止した場合、理由書を協会に提出し、出場 
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予定選手に通知しなければならない。正当な理由なくレースを延期または中止し

た場合は、次年度の開催資格を失う。 

 

105 取り消し 

1 競技会終了後、日本選手権レースとしての要件を満たさなかったと判断した場合、

協会は承認を取り消すことができる。 

 

106 認 定 

1 協会は、優勝者に、認定書を授与する。 

2 日本選手権として実施したレースにおいて、エントリー隻数が5隻以上でない場合

は、日本選手権レースとして認定しない。 

 

107 その他 

その他必要事項は、協会で決定する。 

 

附 則 

この規則は、2008年4月1日から施行する。 
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スピードトライアル競技細則 

2008年4月1日制定 

 

000 総 則 

001 競技細則 

1 この競技細則は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規則」という）に基

づき、スピードトライアル競技について定める。 

2 この競技細則は、競技規則で定める一般規定を補うものとする。 

3 ジェットスポーツにおいては、日本ジェットスポーツ連盟（以下「JJSF」という）

が定める競技規則に基づくものとする。 

 

100 レコードの種類 

101 ワールドレコードクラス 

1 ワールドレコードとして認定されるものは、次のものとする。 

（1）国際モーターボート連盟（以下「UIM」という）の国際シリーズに該当するモ

ーターボート及びジェットスポーツ 

（2）ＡＰＢＡクラス 

（3）プロトタイプクラス 

 

102 ナショナルレコードクラス 

1 ナショナルレコードとして認定されるものは、次のものとする。 

（1）ワールドレコードとして認定されるクラス 

（2）日本パワーボート協会（以下「協会」という）が競技規則に定める国内シリ

ーズに該当するモーターボート 

（3）JJSFが競技規則に定めるジェットスポーツ 

（4）上記以外で協会が承認したクラス 

 

200 参加の要件 

201 参加資格 

1 選 手 

（1）R／L（スポーツクラスにあってはスポーツライセンス）を受有していること。 

（2）ジェットスポーツにおいては、JJSFが発給するR／Lを受有していること。 
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（3）健康診断を受診していること。 

（4）その他競技規則に定める要件を満たしていること。 

2 競技艇 

（1）競技艇は、計測証明書を受有していること。（スポーツクラスは除く） 

（2）競技規則で定めるモーターボート（パワーボート）総合保険に加入している

こと。 

（3）ジェットスポーツにおいては、JJSFが発給する競技艇登録証を受有している

こと。 

（4）その他競技規則に定める要件を満たしていること。 

 

202 参加の禁止 

1 参加選手は、競技規則305に定める「参加の禁止」に従わなければならない。 

2 トライアル競技会に任命された競技員は、当該競技会にドライバーとして参加す

ることができない。 

 

300 競 技 

301 公認コース 

1 トライアルに使用されるコースは、協会の立会の下で、測量技師の有資格者によ

って次の方法で測定され、UIMに登録された公認コースとする。 

（1）三角測量 

（2）エレクトロニックス距離測定装置（EDM） 

2 トライアルコースの直線距離は、次の通りとする。 

（1）モーターボート 1,000ｍ 

（2）ジェットスポーツ 500ｍ 

 

 

3 コースマークは、計測点に対して直角に置かれ、ドライバーの目安とする。 
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302 競技方法 

1 競技は、競技規則及び競技細則に基づき、公認コース上で実施されなければなら

ない。 

2 1回のトライアルは、定められた時間内の20分間にコースを1隻ずつ走行し、そ 

の速度を競う。ただし、コースを1回以上往復しなければならない。 

3 ドライバーは、定められた時間内においては、ピットに帰投し、修理及び調整を

することができる。 

 

303 レコードの計測方法 

1 コース上の水流方向の変化（満干潮の変化）の前後30分間は、競技を実施しては

ならない。なお、その間の記録はレコードとして認定されない。 

2 計測は、1,000ｍまたは500ｍの両端に計測点を配置し、各計測点には2名以上の 

計測員によって2系統以上の計測機器を使用して行なわなければならない。 

3 計測機器は、次の通りとする。 

（1）測定速度が200km／h以下の場合は、1／10秒まで計測できる計測機器を使用

しなければならない。 

（2）測定速度が200km／hを超える場合は、1／100秒まで計測できる光電子写真、

または同様な計測器を使用することが望ましい。 

4 計測委員は、選手のトライアル開始、終了時間を記録しなければならない。 

5 複数のレコードの平均算出は、小数点第2位までが採用される。 

6 1台の計測機器が故障等の事象により停止した場合は、残り1台の計測機器の記録

を採用することができる。 

7 計測場所は、陸上でなければならない。 

 

400 レコードの記録 

401 記録方法 

1 記録の認定にあたり、協会が指名した競技員が立ち会わなければならない。 

2 往路と復路の最も速いスピードの平均値を記録する。 

3 往路と復路の間隔が20分を超えた場合は、記録として認められない。 

 

500 検 査 

501 出走前検査 

1 競技艇は、出走前検査に合格しなければならない。 
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2 競技艇は、競技規則に定められた各クラスの改造範囲、及び艤装品を装備してい

なければならない。 

3 特別にトライアル競技のみ承認したものについては、実施要領等で定められた特

別規則に従わなければならない。 

4 検査員により、ドライバーの立ち会いの下、エンジンは封印される。 

 

502 出走後検査 

1 トライアル終了直後、新記録等の樹立艇、及び執行委員会の指示があった場合は、

検査を受けなければならない。 

2 封印されたエンジン及び競技艇は、執行委員会の監視の下で48時間以内に2名以上

の検査員によって、検査を受けなければならない。 

3 競技艇は、競技規則832「排気音」に定めるエンジンの排気音のレベルチェックを

しなければならない。 

4 検査を拒否した場合、または検査の結果、違反のあった競技艇は失格となり、 

レコードは無効となる。 

 

600 レコードの申請 

601 申請方法 

1 ワールドレコードとして、UIMに申請する場合は、トライアル終了後4週間以内に

協会を通して申請しなければならない。 

2 申請に必要な書類は、次の通りとする。 

（1）UIM申請書 

（2）当該競技艇の計測証明書の写し 1部 

（3）走行中の競技艇の写真 1枚 

（裏面に競技艇の色、ドライバー名、クラス、樹立したスピードレコードを記入） 

（4）競技員、検査員、救助委員、計時委員等執行委員会の名簿 1部 

（5）潮の変化のある水域で実施した場合は、潮の流れの変化を示した潮汐表 

（6）UIMが規定する公認料（申請者の負担） 

 

700 レコードの樹立 

701 レコードの樹立 

レコードの更新は、現在の記録の1.003倍を乗じた数値以上でなければ、新記録 

として認定されない。 
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702 ワールドレコード 

ワールドレコードは、協会の承認のもと、申請によりUIMの認定をもって樹立さる

ものとする。 

 

703 ナショナルレコード 

ナショナルレコードは、協会の認定をもって樹立されるものとする。 

 

704 レコードの凍結 

1 クラスの性能を制限するために、次により競技規則が変更または制限された場 

合は、変更される前に樹立されたレコードは凍結され､それ以降に樹立された記録

は新しいレコードとして認定される。 

（1）排気容積の変更 

（2）エンジンの改造範囲の制限 

（3）使用燃料の制限 

（4）最低重量の導入 

（5）最低重量の増加 

（6）その他特別な制限 

 

800 レコードの取り消し 

801 レコードの取り消し 

1 申請に対して次に該当した場合は、レコードを取り消される。 

（1）申請内容に偽証があった場合 

（2）申請期日に遅延した場合 

（3）UIMが正式に書面によって発表する前にレコードを他人に公表したり、流布し

た場合 

（4）その他、重大な不正があった場合 

 

附 則 

この規則は、2008年4月1日から施行する。 
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ハンディ・キャップレースの実施方法 

ハンディ・キャップレースの趣旨 

排気量及び船体の大きさ等の諸条件の異なる競技艇にハンディ・キャップを与 

えることにより、それぞれの艇が公平かつ対等にレース参加できるようにすること

を目的とする。 

 

000 実施方法 

1 この実施方法は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規則」という）及 

び競技細則に基づき、実施される耐久レースにおいて採用されるものとする。 

2 この実施方法は、耐久レースにおいて、シリーズ及びクラスを混走して実施した

場合において、実施できるものとする。 

 

100 対象シリーズ 

1 Vシリーズ 

2 オフショアシリーズ 

 

200 対象艇 

1 上記シリーズまたはクラスによる耐久レースの参加艇 

2 対象艇は、次の両条件を満たしたものとする。 

（1）耐久時間経過後、タイムアウト時間内にチェッカーフラッグを受けたもの。 

（2）競技細則による義務周回数を満たしたもの。 

注意：義務周回数を満たしたものであっても、タイムアウト時間内にチェッカーフ

ラッグを受けていないものは、対象外とする。 

 

300 ハンディ・キャップ 

1 各クラスのハンディ・キャップ係数は、過去に実施した当該シリーズ及びクラス

のレースデータを参考に算出するものとする。 

2 ハンディ・キャップ係数は、日本パワーボート協会の承認を得るものとする。 

 

400 順位決定方法 

1 上記条件を満たした艇について次によりハンディ・キャップを与えるものとする。 

2 走行距離（km）とタイムにより、求めた平均速度を算出し、ハンディ・キャップ
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係数を乗じた速度により、順位を付けるものとする。 

3 算出方法（計算式）は次のとおりとする。 

（1）対象艇の平均速度を算出する。 

   
平均速度（ km/h）＝

所要時間（ h）（スタートからチェッカーまで ）

走行距離（ km）〔周回数× コースの距離 〕

 

 

（2）順位決定速度を算出する。 

   順位決定速度（km/h）＝平均速度（km/h）×ハンディ・キャップ係数 
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登録関係規則 

 

レーシングライセンス発給規則 

公認競技員及び登録検査員登録規則 

計測証明書発給規則 

エキスパート登録規則 
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レーシングライセンス発給規則 

2010年4月1日改正 

2008年4月1日制定 

この規則は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規則」という）に基づき、レ

ーシングライセンスの発給について定める。 

 

100 レーシングライセンスの種類 

1 レーシングライセンスの種類は、次の通りとする。 

（1）国内レーシングライセンス 

①レーシングクラス 

②スポーツクラス 

（2）国際レーシングライセンス 

 

101 受講資格 

レーシングライセンスの講習を受講できる者は、次の通りとする。 

（1）日本国内に居住する者 

（2）二級（湖川小出力限定を除く）以上の小型船舶操縦資格を有する者。 

（3）競技規則の704－6または7の適用を受けていない者 

（4）競技会参加に支障を生ずる心身の疾病がない者 

 

102 新規講習 

1 講習は、日本パワーボート協会（以下「協会」）、または都府県、地区連盟（以

下「連盟」という）が行う。 

2 講習は、一般常識及びモーターボート競技に関する規則について、レーシングラ

イセンスは2時間以上、スポーツライセンスは１時間以上行う。 

3 講師は、協会が任命し、派遣する。 

4 連盟が新規講習会を開催する場合は、協会へ新規講習会の開催申請を行わなけれ

ばならない 

 

103 修了試験 

1 修了試験を受けようとする者は、新規講習を受講していなければならない。 

2 修了試験は、講習内容について筆記試験を行い、70％以上の成績をもって合格と
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する。 

3 スポーツライセンスについてはこの限りではない。 

 

104 登録申請 

1 登録の申請をする者は、所属連盟を通じて協会に次のものを提出しなければなら

ない。 

（1）レーシングライセンス申請書（第5号様式－1） 1通 

（2）小型船舶操縦免許の写し 1部 

（3）写真（縦3cm×横2.4cm）上半身、脱帽、6ヶ月以内に撮影したもの 1枚 

（4）健康診断書（第3号様式） 1通 

（5）手数料（修了試験料、発給料、教材費、講習料等） 

2 登録の申請は、修了試験の日から、3ヶ月以内に完了しなければ無効となる。 

 

105 登 録 

協会は、登録の申請があった場合は、登録原簿に必要事項を記入し、登録を行う。 

 

106 レーシングライセンスカードの発給 

協会は、登録した場合、当該申請者に所属連盟を通じてレーシングライセンスカ

ードを発給する。 

 

107 有効期間 

1 有効期間は、登録または更新した年の翌年の3月31日までとする。 

2 小型船舶操縦資格が無効となった場合は、その時点で無効となる。 

 

108 更 新 

1 有効期間は、申請により更新することが出来る。ただし、更新講習を必要とする

場合は、その講習を受けなければならない。 

2 協会が認めた者は、更新講習の受講が免除され申請により更新することができる。 

3 登録の更新を受けようとする者は、連盟を通じ、次のものを有効期間が満了する3

ヶ月以内に、協会に提出しなければならない。 

（1）更新申請書（第5号様式－2）   1通 

（2）健康自己申告書（第3号様式―1） 1通 

（3）更新料 
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109 更新講習 

1 講習は、協会又は連盟が行う。 

2 講習は、モーターボート競技に関する規則、安全対策等について行う。 

3 講師は、協会が任命し、派遣する。 

4 やむを得ない理由により、あらかじめ計画された日に講習を受講できなかった者

に対し、特別更新講習を実施することができる。ただし、6月末日までとする。 

 

110 登録の更新 

協会は、更新の申請があった場合、更新登録を行い、申請者に所属連盟を通じて

レーシングライセンスカードを発給する。 

 

111 失効講習 

1 更新を受けなかった場合は、最後の更新から1年以内に限り申請により更新するこ

とができる。また1年以上5年未満の場合、新規講習を受講することにより更新す

ることが出来る。ただし、試験は免除する。それを超えた場合は新規として扱う。 

2 失効講習を受講する場合の提出書類は、新規講習に準ずるものとする。 

 

112 レーシングライセンスカードの再発給及び記載事項変更 

1 レーシングライセンスカードを紛失または棄損、記載事項変更した場合、再発給

の申請をすることができる。 

2 レーシングライセンスの再発給を受けようとする者は、協会に次のものを提出し

なければならない。 

（1）再発給申請書（第5号様式－1） 1通 

（2）再発給料 

3 協会は、申請があったときは、レーシングライセンスカードを再発給する。 

 

113 レーシングライセンスカードの返還 

1 次に該当した場合は、協会にレーシングライセンスカードを返還しなければなら

ない。 

（1）レーシングライセンスカードを使用する必要がなくなったとき。 

（2）申請に対して不正があったとき。 

（3）競技規則の704－6または7の適用を受けたとき。 
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114 手数料 

1 手数料は、別に定める。 

 

附 則 

この規則は、2010年4月1日から施行する。 
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公認競技員及び登録検査員登録規則 

2008年4月1日制定 

 

この規則は、モータ－ボート国内競技規則（以下「競技規則」という）に基づき、公

認競技員及び登録検査員の登録について定める。 

 

100 受講資格 

1 公認競技員または登録検査員の講習を受講できる者は、次の通りとする。 

（1）日本パワーボート協会（以下「協会」という）または都府県、地区モーター

ボート連盟の長の推薦を有する者。 

（2）競技規則704－6または7の適用を受けていない者。 

 

101 新規講習 

1 講習は、協会が行う。 

2 公認競技員の講習は、モーターボート競技に関する規則等について4時間以上行う。

ただし、レーシングライセンスを受給している者、または登録検査員として登録

されている者は、2時間以上とする。 

3 登録検査員の講習は、モーターボート競技に関する規則、及びモーターボートの

検査に必要な事項等について5時間以上行う。ただし、レーシングライセンスを受

給している者、または公認競技員として登録されている者は3時間以上とする。 

4 講師は、協会が任命し、派遣する。 

5 連盟が新規講習会を開催する場合は、協会へ新規講習会の開催申請を行わなけれ

ばならない 

 

102 修了試験 

1 公認競技員または登録検査員の修了試験を受けようとする者は、新規講習を受講

していなければならない。 

2 修了試験は、講習内容について筆記試験を行い、70％以上の成績をもって合格と

する。 

 

103 登録申請 

1 講習を受講する者は、協会に次のものを提出しなければならない。 
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（1）申請書（第7号様式） 1通 

（2）写真（縦3cm×横2.4cm）上半身、脱帽、6ヶ月以内に撮影したもの 1枚 

（3）登録料 

 

104 登録 

1 協会は、登録の申請があった場合は、登録原簿に必要事項を記入し、登録を行う。 

2 モーターボートスポーツ委員、モーターボートテクニカル委員及び協会が認めた

者は、申請により公認競技員または登録検査員として登録する。 

 

105 登録証の発給 

協会は、登録した場合、当該申請者に公認競技員または登録検査員登録証（以下

「登録証」）を発給する。 

 

106 有効期間 

有効期間は、登録した日から翌年の3月31日までとする。 

 

107 更新 

1 申請により更新することができる。 

2 登録の更新を受けようとする者は、次のものを有効期間が満了する7日前までに協

会に提出しなければならない。 

（1）更新申請書（第7号様式） 1通 

（2）更新料 

 

108 臨時講習 

1 協会は、講習を必要と認めた場合、臨時講習を行う。 

2 講習は、規則の改正、安全対策等について行う。 

3 講師は、協会が任命し、派遣する。 

 

109 登録証の再発給及び記載事項変更 

1 登録証を紛失または棄損し、記載事項変更した場合、再発給の申請をすることが

できる。 

2 登録証の再発給を受けようとする者は、協会に次のものを提出しなければならな

い。 
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（1）再発給申請書（第7号様式） 1通 

（2）再発給料 

3 協会は、申請があったときは、登録証を書き換えて再発給する。 

 

110 登録証の返還 

1 次に該当した場合は、協会に登録証を返還しなければならない。 

（1）有効期間が満了したとき。 

（2）棄損により再発給を受けるとき。 

（3）紛失による再発給を受けた後、紛失した登録証を発見したとき。 

（4）登録証を使用する必要がなくなったとき。 

（5）申請に対し不正があったとき。 

（6）臨時講習を正当な理由なくして受講しなかったとき。 

（7）競技規則の704－6または7の適用を受けたとき。 

（8）公認競技員、登録検査員としてふさわしくない行為をしたと協会が認めたと

き。 

 

111 手数料 

登録料等は、次の通りとする。 

（1）登録料 1,000円 

（2）更新料 １資格につき 1,000円 

（3）再発給料（記載事項変更含む） 500円 

 

附 則 

この規則は、2008年4月1日から施行する。 
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計測証明書発給規則 

2008年4月1日制定 

 

この規則は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規則」という）に基づき、計

測証明書の発給について定める。 

 

100 計測証明書の受給者 

1 計測証明書は、日本パワーボート協会（以下「協会」という）の行う登録検査に

合格した競技艇を所有する者に対して発給される。 

2 競技艇は、日本小型船舶検査機構（以下「JCI」という）が区別する次のものとす

る。 

（1）レーシングクラス艇 

小型船舶安全法において一般規定が適用されない競技艇 

（2）プレジャークラス艇 

小型船舶安全法が適用される競技艇 

 

101 登録検査 

1 登録検査は、協会が別に定めるモーターボート登録検査実施要領により登録検査

員が行う。 

2 登録検査の場所は、次の通りとする。 

ただし、予備機関のみの追加登録検査は、次の（1）及び（2）で行う。 

（1）協会本部 

（2）協会の指定する場所 

（3）登録検査を受けようとする者が希望する場所 

3 登録の検査は、登録検査が行われた日から3ヶ月以内に登録申請の手続きをしない

場合は無効とする。 

4 登録検査は、レーシングクラス艇にあっては競技会の30日前までとし、プレジャ

ークラス艇にあっては同15日前までとする。 

 

102 合格証明書の発行 

1 協会は、登録検査に合格したレーシングクラス艇に対して、合格証明書を発行す

る。 
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2 合格証明書の有効期間は3ヶ月とする。 

 

103 登録の申請 

1 登録の申請をする者は、次のものを協会に提出しなければならない。ただし、 

計測証明書の有効期間内に競技会に出場していない競技艇は、再登録できない。 

（1）登録検査申請書   1通 

（2）モーターボート登録検査表（正横からの、サービス判の写真を貼付したもの。 

更新の場合は不要） 1枚 

（3）JCI検査証及び検査手帳の写し（競走用モーターボートは JCI検査後） 

1部 

（4）モーターボート登録検査料（予備機2基を含む） 

（5）検査手数料 

2 登録の申請は、参加する競技会の10日前までとする。 

 

104 登録 

1 協会は、登録の申請があった場合は、登録原簿に必要事項を記入し、登録を行う。 

2 登録の番号は、次の通りとする。 

（1）レーシングクラス艇 RXX001～RXX700 

（2）プレジャークラス艇 PXX701～PXX999 

※XXは登録された西暦年度の下2桁を表示し、それ以降は001、701から順番に割り

当てられる。 

 

105 計測証明書、登録シールの発給 

1 協会は、登録を行った場合、当該申請者に計測証明書及び登録シールを発給する。 

2 登録シールは、次の通りとする。 

（1）レーシングクラス艇 赤色シール 

（2）プレジャークラス艇 青色シール 

 

106 有効期間 

計測証明書及び登録シールの有効期間は、船舶安全法に基づく中間検査または定

期検査（第1回目の定期検査を除く）の年で協会が指定した期日までとする。 

107 更新 

1 申請により更新することができる。 
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2 登録は、有効期間満了後3ヶ月後以内に更新されないときは抹消する。 

 

108 計測証明書、登録シールの再発給 

1 計測証明書または登録シールを、紛失または棄損した場合、再発給の申請をする

ことができる。 

2 紛失の場合は、次のものを協会に提出しなければならない。 

（1）再発給申請書   1通 

（2）再発給料 

3 き損の場合は、次のものを協会に提出しなければならない。 

（1）再発給申請書   1通 

（2）計測証明書または登録シール 

（3）再発給料 

4 協会は、申請があったときは、計測証明書または登録シールを再発給する。 

 

109 計測証明書の記載事項変更 

1 計測証明書の記載事項に変更が生じた場合、すみやかに次のものを協会に提出し、

訂正を受けなければならない。 

（1）変更申請書    1通 

（2）計測証明書 

（3）再発給料 

2 競技艇の所有者が変更した場合、次のものを協会に提出しなければならない。 

（1）所有者変更申請書 1通 

（2）計測証明書 

（3）再発給料 

3 協会は、申請があったときは、計測証明書を書き換えて発給する。 

 

110 計測証明書、登録シールの返還 

次に該当した場合は、協会に計測証明書ﾄ登録シールを返還しなければならない。 

（1）有効期間が満了したとき。 

（2）紛失により再発給を受けた後、紛失した計測証明書、または登録シールを発

見したとき。 

（3）競技艇として使用しなくなったとき。 

（4）申請に対し、不正があったとき 
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111 手数料 

登録検査料等は、次の通りとする。 

（1）登録検査料（予備機2基を含む） 15,000円 

ただし、登録検査員の旅費交通費を含む 

（2）追加予備機関登録検査料 1基につき 2,000円 

（3）検査手数料（旅費交通費は別途請求） 10,000円 

（4）再発給料 計測証明書 1,000円 

登録シール 1,000円 

附 則 

この規則は、2008年4月1日より施行する。 
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エキスパート登録規則 

2008年4月1日制定 

 

この規則は、日本パワーボート協会（以下「協会」）が、モーターボート国内競技規

則（以下「競技規則」という）に基づき、エキスパートの登録について定める。 

 

100 エキスパートクラス 

エキスパートクラスとは、Ｆ３０００クラスをいう。 

 

101 出場資格 

エキスパートクラスの競技会に出場する者は、エキスパート登録をしていなけれ

ばならない。 

 

110 新規登録 

 

111 新規登録申請 

登録の申請をできる者は、次の1または2の条件を満たしていなければならない。 

1 条件１  

（1）国内レーシングライセンス（以下「国内R／L」という）を受有し、1年以上を

経過していること。 

（2）申請時に国内R／Lを受有していること。 

（3）登録申請する過去5年間に次のいずれかの条件を満たしていること。 

①F550またはF850クラスで2回以上優勝していること。 

②ハイドロまたはVクラスで10競技会以上出場していること。 

③ハイドロまたはVクラスで5競技会以上とF550またはF850クラスを2競技会で

計7競技会以上出場していること。 

④F550またはF850クラスで5競技会以上出場していること。 

2 条件２ 

（1）国内R／Lを受有し、1年以上を経過していること。 

（2）申請時に国内R／Lを受有していること。 

（3） F550及びF850クラスで3競技会以上（国内外競技会問わず）出場していること。 

（4） F3000クラス競技会で競技委員として2競技会以上の従事した経験を有してい
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ること。ただし2000年4月1日以降の競技会からとする。 

（5）競技規則で定めるダンクテストを受けていること。 

（6）所属するクラブ長の指導の下、十分な航走指導と練習を重ね、クラブ長のリ

ポート（推薦状や経歴など）を提出すること。 

（7）国外の競技会（フォーミュラクラス）に出場した者で次の条件を満たした者。 

ただし、2000年4月1日以降の競技会からとする。 

①競技規則の規定する国際R／Lを受給している者。 

②UIMに加盟している国（連盟）が主催する競技会であること。 

③出場した競技会の主催者からレース成績及びリポート（出場記録）を取得し、

協会へ提出すること。 

3 登録の申請は、本人の申請により行う。 

4 登録の申請をする者は、協会に次のものを提出しなければならない。 

（1）エキスパート申請書 1通 

（2）登録料 5,000円 

（3）所属クラブ長のリポート（111－2による登録申請者） 

（4）国外競技会のレース成績及びリポート（111－2（7）による登録申請者） 

 

112 登 録 

協会は、登録の申請があった場合、登録原簿に必要事項を記入し、登録を行う。 

 

113 登録証の発行 

協会は、登録の申請があった場合、当該申請者に登録証を発行する。 

 

114 有効期間 

有効期間は、登録または更新した翌年の3月31日までとする。 

 

120 更新登録 

 

121 更 新 

有効期間は、申請により更新することができるものとする。ただし、更新講習を

必要とする場合は、その講習を受けなければならない。 

 

122 更新申請 
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1 更新の申請をする者は、次の条件を満たしていなければならない。 

（1）国内R／Lを受有していること。 

（2）継続してエキスパート登録を受ける者。 

2 登録の更新を受けようとする者は、協会に次のものを提出しなければならない。 

（1）エキスパート更新申請書 1通 

（2）更新登録料 2,000円 

 

130 失効再登録 

 

131 失効再登録申請 

1 失効再登録の申請をする者は、次の条件を満たしていなければならない。 

（1）国内R／Lを1ヶ月以上受有していること。 

（2）エキスパート登録後、更新しないために登録が失効している者。 

2 失効再登録を受けようとする者は、協会に次のものを提出しなければならない。 

（1）エキスパート失効再登録申請書 1通 

（2）失効再登録料 5,000円 

 

140 登録証の再発給 

1 登録証を紛失または棄損した場合は再発給を申請できる。 

2 登録証の再発給を受けようとする者は、協会に次を提出しなければならない。 

（1）R／L申請書  1通 

（2）再発給料 2,000円 

 

150 登録証の返還 

次に該当した場合は、協会に登録証を返還しなければならない。 

1 国内R／Lの効力がなくなったとき。 

2 エキスパート登録の必要がなくなったとき。 

3 申請に対して不正があったとき。 

4 競技規則の704－6または704－7の適用を受けたとき。 

 

附 則 

この規則は、2008年4月1日から施行する。
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その他の規則 

 

ホモロゲーション申請規則 

アウトボードクラスの強化コックピット規則 

国内シリーズ及びクラスの申請規則 
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ホモロゲーション申請規則 

2008年4月1日制定 

 

この規則は、国際モーターボート連盟（以下「UIM」という）の競技規則に基づき、

UIMの承認を必要とするシリーズ及びクラスの申請をする場合について定める。 

 

100 登 録 

1 UIMの登録を必要とするシリーズ及びクラスは、次の通りとする。（制限クラス） 

（1）スポーツアウトボードシリーズ 

（2）Vシリーズ 

（3）フォーミュラシリーズ 

（4）OSY400クラス 

 

101 申請要件 

1 制限クラスに使用する船外機をUIMに登録するには、次の条件を満たしたもの 

とする。 

（1）推進用に標準生産品（全てのパーツの寸法、重量、材質が同一で互換性を有 

していること。）として製造されていること。 

（2）製造者から宣伝、販売されていること。 

（3）最少生産台数が日本パワーボート協会（以下「協会」という）と製造者により

証明されていること。 

最少生産台数   1,000ccまで         1,000台 

1,000ccを超え 2,000ccまで   500台 

2,000ccを超えるもの      200台 

（4）排気量1,000ccを超える機関のミッドセクション（プラケットを含むドライ

ブシャフトハウジング）とギアケース（アンダーウォーターユニット）の最少

生産台数は25台とする。ただし、これらは販売用に製造されなくても、また一

般用途に使用されなくても良いものとする。 

 

102 登録申請 

1 UIMの承認を受けようとする者は、毎年10月10日までに協会にUIM所定の申請 

書により申請しなければならない。 
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2 申請に必要な費用は、申請者が負担するものとする。 

3 協会は、申請内容がパワーボーティングの利益に反すると判断したときは、そ 

の申請の受付を拒否することができるものとする。 

4 協会は、申請を受理したら、直ちに内容を検討し、UIMに送付するものとする。 

 

103 承 認 

1 UIMに承認された機関には、ホモロゲーションシートが発行される。 

2 UIMに申請して承認された機関は、原則として翌年の1月1日から競技に使用で 

きるものとする。 

 

104 有効期間 

1 ホモロゲーションの有効期間は、10年間とする。 

2 ホモロゲーションの有効期間は、延長することができる。 

（1）期間は1年間または5年間とする。 

 

105 登録料等 

UIMホモロゲーション登録申請に要する費用 

UIM新規登録料 10年間 1,410ユーロ 

UIM登録延長料 5年間 

3年間 

1年間 

705ユーロ 

470ユーロ 

141ユーロ 

仕様変更 10年間 141ユーロ 

国内登録手数料 

（新規登録時） 

（使用変更時） 

（登録延長時） 

1機種に付き 

 

50,000円 

30,000円  送金手数料は 

0円  実費 

ホモロゲーションシート

コピー取得料 
1件に付き 500円 

 

106 その他 

1 協会は、ホモロゲーションシートのコピーを有償で頒布することができるもの 

とする。 

2 UIMに承認された機関がマイナーチェンジにより、出力及びスピードが5%以上 
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アップした場合は、新規に申請するものとする。 

 

附 則 

この規則は、2008年4月1日から施行する。 
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アウトボードクラスの強化コックピット規則 

 

2008年4月1日制定 

 

この規則は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規則」という）に定めるレ

ーシングアウトボード、スポーツアウトボード、フォーミュラ各シリーズのクラスに

義務付けられた強化コックピットについて定める。 

 

100 材料及び構成 

強化コックピットの材料及び構成はUIMの承認を得たものでなければならない。 

 

101 装備品 

1 強化コックピットには、次のものを装備しなければならない。 

（1）リフト用アイボルトは、内径25mm以上（Uボルトも可）であること。 

（2）シートベルトは、次の通りとする。 

①5～6本で構成されていること。 

②開放装置は、レバーまたはカムロック式のワンタッチ動作でなければならない。 

③強化コックピットに直接固定されていること。 

④固定ボルトには、大きめの座金等を使用し、ボルトが抜けないようになってい

ること。 

（3）ステアリングホイールは、工具を使わずに素早く取り外しができること。 

（4）バックミラーを、左右に取り付けること。 

（5）艇体外部には、電磁ポンプ式の機関はバッテリースイッチを、その他の機関 

はキルスイッチを取り付けること。 

（6）キルスイッチは、強化コックピット内で、かつシートベルト固定時に選手の 

手が届く範囲内に取り付けなければならない。 

（フロートスイッチは、キルスイッチとみなさない。） 

 

附 則 

この規則は、2008年4月1日から施行する。 
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国内シリーズ及びクラスの申請規則 

2008年4月1日制定 

 

この規則は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規則」という）に基づき、

新たに国内シリーズ及びクラスを申請する場合について定める。 

 

100 登録申請 

1 シリーズまたはクラスを新たに申請する場合は、仕様書またはそれに準じた書類

を日本パワーボート協会（以下「協会」という）へ提出しなければならない。 

2 登録申請できる者は、次の通りとする。 

（1）協会、連盟及び公認クラブ 

（2）ボートまたはエンジンの製造者 

（3）協会が認めた者 

 

101 審 査 

登録申請されたシリーズまたはクラスは、協会において審査される。 

 

102 承 認 

審査の結果、正当と判断された場合は新シリーズまたはクラスとして承認される。 

 

103 登 録 

1 正式に承認を受けた後、競技規則に基づく計測証明書発給規則により、競技艇登

録をすることができる。 

2 同一規格の艇が6隻あるいは機関が6台を満たすまでは、新シリーズまたはクラス

として競技会を実施することはできない。 

 

104 承認の取り消し 

申請されたものと登録されたものの内容に相違があった場合は、承認を取り消す 

ものとする。 

 

附 則 

この規則は、2008年4月1日より施行する。 
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資 料 

 

UIM 登録コックピットリスト 

UIM 承認エンジンリスト 

スピードトライアル 日本記録表 
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モーターボート競技会 開催申請書 

年  月  日 

 

 日本パワーボート協会  会長  殿 

 

                     主催団体 

                      所在地                   

                      名 称                   

                      代表者                 印 

 

 モーターボート国内競技規則に基づきモーターボート競技会を開催したいので、別添書類を添 

えて申請します。 

記 

競 技 会 名                                      

開 催 期 日       年   月   日から    年   月   日まで   日間 

          荒天の場合（ 中止 ・ 順延 ） 

開 催 場 所                                      

競技の種類          サーキットレース・耐久レース・                         

実施クラス                                       

大会会長名                               

執行委員長名                         

競技役員名           競技委員長               

           審判委員長               

           総務委員長               

当日の連絡先     連絡先名               ＴＥＬ             

 

添 付 書 類           １．大会実施要領（案） 

           ２．安全対策 

           ３．許認可書類 

           ４．誓約書 

           ５．その他 
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誓  約  書 

 

 

日本パワーボート協会 

       会 長  殿 

 

 

モーターボート競技会の開催について 

 

 

 平成  年  月  日下記により実施する競技会において生じた事故については、すべて主

催団体において責任を負うとともに、第三者に損害を与えた場合にも主催団体が責任をもって解

決いたします。 

 

                              年   月   日 

 

 

記 

 

競 技 会 名                                   

 

開 催 期 日       年   月   日 から   月   日まで   日間 

 

開 催 場 所                                   

 

 

             主催団体 所 在 地 

                  名   称 

                  代 表 者                   印 
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競 技 会 実 施 報 告 書 

                                                               

年  月  日 

 承認番号   

日本パワーボート協会 

       会 長  殿 

                           執行委員長 

                                  氏 名                  

                     住 所                  

                                        電 話                  

                                        ＦＡＸ                  

 

               この度実施した競技会に関し、下記のとおり報告します。 

競 技 会 名                                         

開 催 期 日       年   月   日 から   月   日まで  日間 

開 催 場 所                                         

競技の種類   サーキットレース・耐久レース・               

実施クラス                                          

主催団体名                         

執行委員長名                    

競技委員長名                    

審判委員長名                    

参  加  数     隻数      隻   選手      名 

観 客 人 数   約       名（  日間） 

取 材 関 係   新聞 ・ 雑誌 ・ ＴＶ ・ その他 

添 付 書 類  １．公式プログラム    ５．異議申立書コピー 

         ２．実施要領及び細則   ６．掲載紙コピー 

３．成績表        ７．その他 

         ４．事故報告書 

※ この報告書は執行委員長が作成し、連盟を経由して競技会終了後１４日以内 

    に提出すること。 
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事 故 報 告 書 

記載者（救護委員長） 氏 名            印 

競技会名                       

事故発生日時      年  月  日 午前・午後    時  分 

事故発生場所                                                               

１． 事故状況 

下記の状況に該当するものに○印をしてください。 

1)走行中の自艇による負傷       （ ）       事故発生時刻   （  ：   ）      

2)転覆時（後）自艇で負傷又は誤飲   （ ）    救出時刻（水上） （  ：    ）  

3)他艇による追突又は接触       （ ）    救護室到着時間  （  ：    ） 

4)ドライバー落水後の他艇の衝突（接触）（ ）      救急車要請     （  ：   ） 

5)他艇と衝突又は接触         （ ）    救急車到着     （  ：   ） 

6)その他                

(図示)して下さ

い 

             

                

                

                

                

                

                

事故当事者氏名                (年齢   歳) (性 別 男・女 ) 

所属クラブ                    ライセンスNo.           

事故当事者氏名                (年齢   歳) (性 別 男・女 ) 

所属クラブ                    ライセンスNo.           

２）病 院（該当するものに○印） 

 ① 使 用  （救護車で搬送・救急車で搬送）       

② 応急処置のみ 

３）事故発生経過                                     

４）傷 病 の 内 容                                      

５）処 置 経 過                                      

６）現場医師の処置内容                                 
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健康自己申告書 

記入日：平成   年   月   日 

日本パワーボート協会  殿 

 

氏  名            生年月日          年齢    歳 

 

チーム名                 

 

１．昨年度から１年間にかかった病気、ケガについて記入してください 

心臓病（ 有、無 ）   高 血 圧（ 有、無 ）  糖 尿 病（ 有、無 ） 

 喘 息（ 有、無 ）   てんかん（ 有、無 ）  頭部外傷（ 有、無 ） 

骨折脱臼（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

靭帯損傷（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

そ の 他（ 有、無 ） 病名（                           ） 

 

２．現在治療中の病気、けがについて記入してください 

 心臓病（ 有、無 ）   高 血 圧（ 有、無 ）  糖 尿 病（ 有、無 ） 

 喘 息（ 有、無 ）   てんかん（ 有、無 ）  頭部外傷（ 有、無 ） 

骨折脱臼（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

靭帯損傷（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

そ の 他（ 有、無 ） 病名（                           ） 

 

  私は、    年度モーターボートレーシングライセンスを更新するにあたり、身体上支障

が無く、また、上記の自己申告に間違いが無く、万全な体調であることを約束いたします 

 

平成   年   月   日 

 

 

申告者署名                  
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メディカルチェックリスト 

主催団体                 殿 

氏  名                  生年月日          年齢    歳 

チーム名           ク ラ ス        身長    cm 体重    kg 

１．問診（選手記入） 

 （１）最近２年間になった病気、ケガについて記入してください 

  心臓病（ 有、無 ）   高 血 圧（ 有、無 ）  糖 尿 病（ 有、無 ） 

  喘 息（ 有、無 ）   てんかん（ 有、無 ）  頭部外傷（ 有、無 ） 

骨折脱臼（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

靭帯損傷（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

そ の 他（ 有、無 ） 病名（                              ） 

 （２）現在治療中の病気、けがについて記入してください 

  心臓病（ 有、無 ）   高 血 圧（ 有、無 ）  糖 尿 病（ 有、無 ） 

  喘 息（ 有、無 ）   てんかん（ 有、無 ）  頭部外傷（ 有、無 ） 

骨折脱臼（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

靭帯損傷（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

  そ の 他（ 有、無 ） 病名（                       ） 

 （３）今日の体調について記入してください 

  熱っぽい（ 有、無 ）  風邪気味（ 有、無 ）  二日酔い（ 有、無 ） 

  頭  痛（ 有、無 ）  め ま い（ 有、無 ）  耳鳴り （ 有、無 ） 

  胸の痛み（ 有、無 ）  息苦しさ（ 有、無 ）  腹の痛み（ 有、無 ） 

  首の痛み（ 有、無 ）  肩、腕、手、指の痛みやしびれ（ 有、無 ） 

  背、腰の痛み（ 有、無 ） 足の痛み、しびれ（ 有、無 ） 

その他気になる症状に「有」の場合はその症状を記入してください（       ） 

２．診察（医師・執行委員会記入） 

  体  温     脈  拍     血  圧      視  力     聴  力  

  頚椎機能     腰椎機能     関節機能      酒気帯び 

３．総合判定（医師・執行委員会記入）  レース出走（ 適当  ・  不適当 ） 

  不適当理由                       

  医師・執行委員会署名                  

  私は競技会参加にあたり、上記の申告に間違いが無く万全な体調であることを約束します 

平成   年   月   日   参加選手署名                  

 



129 

 



130 

 

 



131 
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登 録 番 号  

処理番号(協会記入)  

            レーシングライセンス申請書（Ｃ＆Ｏ） 

 

                                                 

  年   月   日 

日本パワーボート協会 殿 

 レーシングライセンスの【 発給（新規・失効）・再発給・変更 】を受けたいので、 

必要書類を添えて申請します。 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ   性 別 配偶者 

申 請 者 名 
 

                   印 
男  女 有  無 

生 年 月 日 西暦     年   月   日 

所 属 ク ラ ブ  

職    業  会社員  自営業  公務員  学生  主婦  その他（    ） 

ボート開始年月    年   月 経験年数  

メールアドレス                 （パソコン・携帯） 

自 

 

 

宅 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ   

住   所 
〒 

 

T E L  携帯電話  

F  A  X  

勤

務

先 

名   称  

T E L  

F A X  

海 技 免 状 
 種 類  級小型船舶操縦士   年   月   日 交付 

 番 号         有効期限    年  月  日 

血  液  型  （Ａ・Ｂ・Ｏ・ＡＢ）型  ＲＨ（ ＋・－ ） 

講     習 ※受 講   年  月  日 講 師 ※       印 

修 了 試 験 ※得 点   点  合  否 担 当 ※       印 

 

 

写真貼付 

 

縦４cm× 

 横３cm 

写真貼付 

縦４cm× 

 横３cm 
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※は講師が記入 
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計測証明書申請書  

 

ク ラ ス   登 録 番 号   

 

日本パワーボート協会 殿 

   年   月   日 

 計測証明書の【 再発給 ・ 変更 】を受けたいので、必要書類を添えて申請します。 

 

              申請者氏名                 印 

フ リ ガ ナ 

 

所有者氏名 

 

                             印 

フ リ ガ ナ 

 

現 住 所 

 

〒 

連 絡 先 

Ｔ  Ｅ  Ｌ 

自  宅         （     ） 

勤務先等         （     ） 

フ リ ガ ナ   

所 属 ク ラ ブ 
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登 録 番 号  

処理番号（協会記入）  

 

公認競技員及び登録検査員申請書  

年   月   日 

 日本パワーボート協会 殿 

 

 【 公認競技員・登録検査員 】の【 登録・更新・再発給】を受けたいので、 

必要書類等を添えて申請します。 

フ リ ガ ナ  性 別 

申 請 者 氏 名                                          印 男 女 

生 年 月 日 西 暦              年       月       日 

所 属 ク ラ ブ ・ 

連 盟 
 

メールアドレス （パソコン・携帯） 

自 
 
 

宅 

フ リ ガ ナ 

 

住 所 

 

〒 

T E L  携帯電話  

F A X  

 

勤
務
先 

名 称  

T E L  

F A X  

現 有 資 格 レーシングライセンス〈  〉･公認競技員〈.     〉･登録検査員〈     〉 

講 習 ※受講   年    月    日 講 師 名 ※         印 

修 了 試 験 ※得点     点    合・否 講 師 名 ※         印 

                    （   ）内の該当するものに○     ※は講師が記入 
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エキスパート申請書  

 

 

日本パワーボート協会  殿 

 

               申請者氏名              印 

 

               Ｒ／Ｌ番号                

                        

エキスパートの新規登録を受けたいので、必要書類を添えて申請します。 

年 月 日 
場 

所 
クラス名 

優勝の有

無 
競 技 会 名 

（例） 

２００6．4．23 鹿島 Ｆ８５０ 優勝 

TOPS2006 第○○回クラブ合

同レース  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

年   月   日  

 

署 名               印 

 

以上、相違ないことを誓約します。 
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エ キ ス パ ー ト 更 新 ・ 失 効 再 登 録 申 請 書  

 

 

 日本パワーボート協会 殿 

 

 

年   

月   日  

               申請者氏名              印 

 

               Ｒ／Ｌ番号                

 

エキスパートクラスの【 更新・失効再登録】を受けたいので申請します。  
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異 議 申 立 書 

 

年  月  日 

 

（競技会名          ）審判長 殿 

 

   所属クラブ               

選手氏名                

 

異議の内容 

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

 

判   定 

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

 

審判長サイン                
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競走用モーターボート航行水域一覧表（36ケ所） 

    平成22年4月1日 現在 

地区 航 行 水 域 名 

北海道 ○ 洞爺湖 

東北 ○ 旧北上川（河口～豊里大橋間） 

○ 猪苗代湖 

○ 北上川（大曲橋～藤橋間） 

○ 小名浜港のうち、第３埠頭西突端より１８０度に引いた線、小名浜港西防波堤 

（第１）、小名浜港西防波堤（第１）灯台と小名浜港東内防波堤灯台を結ぶ線、

小名浜港東内防波堤及び陸岸により囲まれた水域 

○ 三国川ダム（新潟県六日町） 

○ 柏崎湾（鵜川河口西側岸壁防砂提(第２)突端から鵜川河口東側突提(A)突端ま

で引いた線と陸岸により囲まれた水域 

関東 ○ 常陸利根川（霞ヶ浦（西浦）～北利根大橋下流３Ｋｍ間） 

○ 利根川（河口～水郷大橋間）、常陸利根川（ＪＲ鹿島線鉄橋より下流）、鰐川（北

浦（潮来町白浜から鹿島町津賀を結んだ線以南）を含む。） 

○ 利根川（利根大堰～坂東大橋間） 

○ 荒川、中川、江戸川（各河口～ＪＲ武蔵野線鉄橋間） 

○ 新中川（河口～京成青戸鉄橋間） 

○ 多摩川（河口～ガス橋間） 

○ 相模川（河口～東海道新幹線鉄橋間） 

○ 芦ノ湖 

○ 山中湖 

○ 河口湖 

○ 本栖湖 

○ 東京都晴海埠頭と同都豊洲埠頭の各先端を結んだ線、同都晴海運河晴海橋及び

陸岸により囲まれた水域並びに同水域から東京湾へ３００ｍ以内の水域 

○ 神奈川県横須賀市小川町新港東端から猿島北端へ引いた線、同島北端から同県

稲荷島北端まで引いた線、同島北端から同県走水漁港北側防波堤灯台まで引い

た線及び陸岸により囲まれた水域 

○ 千葉県銚子港第２埠頭東側先端から５３度に引いた線、同港東防波堤及び陸岸

により囲まれた水域 
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○ 黒部川（黒部大橋から笹川新橋までの水域に限る） 

○ 神奈川県大磯湾防波堤灯台から静岡県初島灯台まで引いた線、同地点から同県

熱海市網代灯台まで引いた線及び陸岸により囲まれた水域 

○ 東京都立お台場海浜公園（第３台場西端から１４３度に引いた線と陸岸により

囲まれた水域） 

中部 ○ 木曽川、長良川（各河口～東海大橋） 

○ 浜名湖 

○ 愛知県野間灯台から３５２度６，０００ｍの地点、同地点から２７０度７００

ｍの地点、同地点から１８０度７，０００ｍの地点及び同地点から６０度 

１，８００ｍの各地点を結んだ範囲内の水域 

○ 諏訪湖 

近畿 ○ 琵琶湖 

○ 浦壁大池（兵庫県三原町） 

中国 ○ 芦田川（河口大橋上流３００ｍと水呑大橋間） 

○ 次のａからｄの各地点（ａ広島県箕沖町防波堤の南端 ｂ同県仙酔島大弥山山

頂から４５度６，７２０ｍの地点 ｃ同山頂から１００度２，３００ｍの地点 

ｄ同島京ケ岬）を結んだ線、広島県仙酔島赤岬から２４０度に引いた線及び陸

岸により囲まれた水域 

四国 ○ 徳島県徳島市津田町物専ふ頭東端から問ノ瀬観測塔灯台まで引いた線、同地点

より同県小松島市和田島町海上自衛隊灯台まで引いた線、同地点より同県徳島

市大原町小神子根井鼻東端まで引いた線及び陸岸により囲まれた水域に限る 

○ 香川県小豆島坂手湾塩谷鼻から東経１３４度１６分５０秒北緯３４度２５分

１２秒に引いた線、同県大角鼻灯台から東経１３４度１８分５０秒北緯３４度

２５分１２秒に引いた線、北緯３４度２５分１２秒の経度線及び同島の陸岸に

より囲まれた水域 

○ 次のａからｃの各地点（ａ香川県丸亀港宝来防波堤灯台 ｂ同灯台から  

３５５度３，０００ｍの地点 ｃ同県沙弥島北端）を順次結んだ線及び 陸岸

により囲まれた水域 

沖縄 ○ 沖縄県那覇市港町埠頭南西端１８０度に引いた線及び陸岸により囲まれた水

域（川を除く） 
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日本パワーボート協会 組織一覧 

名称 〒 所在地 TEL／FAX 

日本パワーボート協会 105-0001 東京都港区虎ノ門1-15-16 

（財）マリンスポーツ財団内 

03-3519-3902 

東京都 

モーターボート連盟 

105-0001 東京都港区虎ノ門1-15-16 

（財）マリンスポーツ財団内 

03-3502-7758 

神奈川県 

モーターボート連盟 

250-0522 神奈川県足柄下郡箱根町元箱根 

110-121 志村モータース内 

0460-83-6751 

静岡県 

モーターボート連盟 

413-0029 静岡県熱海市下多賀562 佐藤様方 0557-68-1170 

愛知県 

マリンスポーツ連盟 

498-0801 三重県桑名郡木曽岬加路戸235-1  

クラスター内 

0567-64-2172 

三重県 

マリンスポーツ連盟 

516-0001 三重県伊勢市大湊町264-39 

マリンサービスタニグチ内 

0596-36-6130 

関西パワーボート連盟 604-8422

  

京都府中京区西の京東月光町11-4 

ＫＥ ＭＡＲＩＮＥ ＣＯ-Ｌｔｄ.内 

075-802-2222 

岡山県 

モーターボート連盟 

711-0922 岡山県倉敷市児島元浜町88‐25 

(社)岡山県ﾓｰﾀｰﾎﾞー ﾄ競走会気付 

0864-73-2121 

西日本パワーボート連盟 720-0073 広島県福山市北吉津町3-3-16 

旭機工株式会社内 

084-921-1550 

084-924-8066 

四国パワーボート連盟 760-0064 高松市朝日新町32-2 

ﾄｰﾀﾙｵﾌｨｽKｶﾝﾊﾟﾆｰ内 

087-823-1501 

所属クラブ一覧 

＜東京都連盟加盟クラブ＞ 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

チーム１ 273-0015 千葉県船橋市日の出1-9-7 渡辺様方 0474-37-5681 

ボースンモーターボート 

レーシングチーム 

336-0034 埼玉県さいたま市南区内谷2-13-12  

橋本様方 

048-838-9922 

スパイラル 

レーシングクラブ 

124-0022 東京都葛飾区奥戸9-1-1 

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾏﾘｰﾝ内小谷野様方 

03-3658-9149 

トーハツモーターボート 

クラブ 

174-0051 東京都板橋区小豆沢3-4-9 

トーハツ(株)内 

03-3966-3111 
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TOKYO KIDSレーシング 132-0024 東京都江戸川区一之江1-5-1 シャトー

一之江-201 矢須様方 

03-3652-7840 

ヤマトモーターボート 

クラブ 

379-2305 群馬県太田市六千石町214  

ヤマト発動機㈱内 

0277-78-6211 

東京パワーボートクラブ 272-0024 千葉県市川市稲荷木3-25-1 

㈱東京パワーボートセンター内 

0473-79-1984 

涸沼レーシングクラブ 311-1121 茨城県水戸市島田町2251 荻沼様方 029-267-3677 

TEAM GOODIES 287-0815 千葉県香取市八筋川2115 関根様方 090-3133-1245 

ﾊﾞｽﾎﾞｰﾄﾚｰｼﾝｸﾞ協会 311-2403 茨城県潮来市釜谷731 潮来マリーナ内 0299-80-2106 

《神奈川県連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

芦ノ湖 

レーシングクラブ 

250-0522 神奈川県足柄下郡箱根町元箱根110-121  

志村モータース内 

0460-83-6751 

リキレーシング 259-0201 神奈川県足柄下郡真鶴町真鶴503-1 

高橋様方 

0465-68-0907 

チーム・コルト 239-0824 神奈川県横須賀市西浦賀6-7-1 K.M.E内 0468-43-9738 

マーチレーシングチーム 230-0053 神奈川県横浜市鶴見区大黒町9-1  

大黒ボートヤード内 佐野マリンサービス 

045-503-2022 

グランプリマリーン 

レーシングチーム 

314-0131 茨城県鹿島郡神栖町下幡木604-1  

グランプリマリーン内 

0299-93-2033 

ベルーガ・マリンクラブ 239-0813 神奈川県横須賀市鴨居2-80-13-302 

村上様方 

0468-43-2195 

《静岡県連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

浜松パワーボートクラブ 431-0201 静岡県浜松市篠原町21392-4 和田様方 053-448-6720 

熱海ドルフィンクラブ 413-0013 静岡県熱海市銀座町8-18 高橋様方 0557-81-4930 

《愛知県連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

名古屋レーシング 490-1431 愛知県海部郡飛島村大字服岡2丁目49  

森田様方 

0567-52-1657 

フェニックスレーシング 

チーム 

497-0032 愛知県海部郡蟹江町今五ノ坪20-5 

山田様方 

0567-95-0071 
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ＴＥＡＭ 誠 498-0062 愛知県海部郡弥富町大谷2-1-1  山崎様方 0567-68-6821 

ＭＰＡ ＲＡＣＩＮＧ 492-0054 愛知県弥富市三稲町稲山390-3 0567-68-1190 

東海マリンクラブ 478-0041 愛知県知多市日長字下田92-5 東海ﾏﾘﾝ内 0569-43-3007 

《三重県連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

チーム アルカディア 516-0001 三重県伊勢市大湊町264-39 谷口様方 0596-36-6130 

ﾍﾞﾙﾏﾝｵｰｼｬﾝｸﾗﾌﾞ 519-0414 三重県度会郡玉城町佐田102-3 寺田様方 0596-58-3572 

《関西連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

ＫＥ ＲＡＣＩＮＧ 604-8422 京都府京都市中京区西ノ京東月光町11-4  

ＫＥ ＭＡＲＩＮＥ ＣＯ-Ｌｔｄ.内 

075-802-2222 

パワーボートクラブ兵庫 673-0044 兵庫県明石市藤江字洲崎217日之出工業内 078-928-2444 

淀川ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄｸﾗﾌﾞ 569-1046 高槻市塚原5－6－1 岸田様方 0726-94-6890 

《岡山県連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

カイトジャパン･レーシングクラブ 700-0956 岡山県岡山市当新田157-2 森田様方 086-241-8093 

ブルーマリンクラブ 701-0145 岡山県岡山市今保571 藤原様方 086-241-4440 

瀬戸内ﾊﾟﾜｰﾎﾞｰﾄｸﾗﾌﾞ 710-8052 倉敷市松江3-3-52 広永様方 086-455-1292 

倉敷パワーボート 713-8126 岡山県倉敷市玉島黒崎5138-1 真田様方 086-528-1239 

《西日本連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

アサヒレーシング 723-0051 広島県三原市宮浦5-22-5 0848-85-0388 

ＴＥＡＭ ＧＥＮ 723-0000 広島県三原市本郷町本郷3365-3  

源ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ内                     

0848-85-0385 

《四国連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

チーム・Ｋ 760-0064 香川県高松市朝日新町32-2  

トータルオフィスKカンパニー内   

087-823-1501 

淡路島 

モーターボートレーシング 

656-2222 兵庫県淡路市野田尾551番地  

（有）田尾塗装気付 

0799-64-0795 

 


